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（２）

　
今
年
も
秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
萩
時

代
ま
つ
り
」
を
11
月
12
日
（
日
）
に
開

催
し
ま
す
。

　
伝
統
の
「
萩
・
大
名
行
列
」
を
メ
イ

ン
に
、
観
光
都
市
・
萩
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
す
。

■
岩
国
藩
鉄
砲
隊
実
演
・
萩
民
踊
「
男

な
ら
」
披
露
（
午
前
10
時
〜
）

と
こ
ろ　
萩
城
跡
指
月
公
園

■
岩
国
藩
鉄
砲
隊
パ
レ
ー
ド
（
午
前
11

時
〜
）

と
こ
ろ　
萩
城
城
下
町

■
岩
国
藩
鉄
砲
隊
実
演
（
午
前
11
時
30

分
〜
）

と
こ
ろ　
市
民
球
場

■
萩
時
代
パ
レ
ー
ド
（
午
後
１
時
〜
）

と
こ
ろ　
御
許
町
交
差
点
〜
市
民
体
育

館参
加
団
体　

平
安
古
町
備
組
な
ど
15
団

体■
時
代
パ
レ
ー
ド
演
技
披
露
（
午
後
１

時
20
分
〜
）

と
こ
ろ　
市
民
体
育
館

■
吉
田
松
陰
生
誕
１
７
０
年
記
念　
吉

田
松
陰
と
そ
の
門
下
生
パ
ネ
ル
展

◯
第
１
期

と　
き　
11
月
９
日
（
木
）
ま
で

と
こ
ろ　
青
木
周
弼
旧
宅

◯
第
２
期

と　
き　
11
月
11
日（
土
）・12
日（
日
）

と
こ
ろ　
市
民
体
育
館

　
文
化
財
保
護
法
は
、
昭
和
25
年
に
成

立
し
ま
し
た
。
ま
た
、昭
和
50
年
に
は
、

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度
が
加

え
ら
れ
、
翌
年
に
は
、
堀
内
地
区
・
平

安
古
地
区
が
こ
の
制
度
に
よ
る
最
初
の

選
定
を
受
け
ま
し
た
。

と　
き　
11
月
４
日
（
土
）
午
後
６
時

30
分
〜
９
時

と
こ
ろ　
サ
ン
ラ
イ
フ
萩

◯
記
念
式
典
（
文
化
財
功
労
者
、
伝
建

地
区
功
労
者
、
小
中
学
生
文
化
財
絵
画

展
優
秀
者
の
表
彰
）

◯
記
念
講
演

講　
師　
木
原
啓け
い
き
ち吉（

千
葉
大
学
名
誉

教
授
・
江
戸
川
大
学
教
授
）

演　

題　
「
文
化
財
保
護
か
ら
歴
史
的

環
境
の
保
護
へ　
そ
の
歴
史
的
系
譜
と

世
界
的
動
向
に
つ
い
て
」

◯
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ　
「
伝
建
地
区
と
ま
ち
づ
く
り
」

パ
ネ
リ
ス
ト　
木
原
啓
吉
、
野
村
興
兒

（
萩
市
長
）、
柳
井
治は
る
ひ
こ彦（
堀
内
代
表
）、

小こ
が
や茅　
稔（
浜
崎
代
表
）、崔さ
い

美
由
紀（
萩

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

問
い
合
わ
せ　

萩
市
都
市
計
画
課

（
０
８
３
８・
２
５・
３
１
３
１
内
線

４
０
５
）
へ

■
小
中
学
生
文
化
財
絵
画
・
全
国
伝
建

地
区
パ
ネ
ル
展
示

と　
き　
11
月
13
日
（
月
）
ま
で

と
こ
ろ　
市
役
所
ロ
ビ
ー

※
４
日
は
サ
ン
ラ
イ
フ
萩
に
展
示
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

萩
市
教
育

委
員
会
文
化
財
保
護
課

（
０
８
３
８・
２
５・
３
１
３
１
内
線

２
６
９
）
へ

文
化
財
保
護
法
50
年
・
伝
建
制
度
25
年
記
念
事
業

　
い
よ
い
よ
全
国
か
ら
出
場
者
を
募
っ

た
「
維
新
の
里
・
萩
城
下
町
マ
ラ
ソ
ン

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
温
か
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

と　
き　
12
月
17
日
（
日
）
午
前
８
時

（
受
付
開
始
）、
午
前
９
時
（
開
会
式
）

と
こ
ろ　
萩
ス
タ
ジ
ア
ム
（
受
付
）

種　
目

◇
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
（
午
前
10
時

〜
、
21
・
０
９
７
５
㎞
）

コ
ー
ス　
萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
〜
指

月
公
園
折
り
返
し

※
制
限
時
間
が
あ
り
ま
す
。

◇
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
午
前
10
時
５
分

〜
、
２
㎞
）

コ
ー
ス　
萩
ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺

◇
10
㎞
の
部
（
午
前
10
時
10
分
〜
）

コ
ー
ス　
萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
〜
中

津
江
橋
付
近
折
り
返
し

◇
２
㎞
の
部
（
午
前
10
時
20
分
〜
）

コ
ー
ス　
萩
ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺

◇
５
㎞
の
部
（
午
前
10
時
20
分
〜
）

コ
ー
ス　
萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
〜
金

谷
鉄
橋
付
近
折
り
返
し

問
い
合
わ
せ　
萩
市
教
育
委
員
会
体
育

課
（
０
８
３
８・２
５・５
５
１
９
）

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課
内
萩

時
代
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
９
）

昨年の萩時代パレード

第１回 維新の里

萩城下町
マラソン

全国から集まった
選手たちに声援を！

堀内地区（大野毛利家物見矢倉　※戦後解体）

平安古地区（伝建地区選定当時）
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萩焼 400 年パリ展
評価、入場者とも好評

　フランスのパリ日本文化会館で海外初の総合的
な萩焼の展覧会「萩焼 400 年パリ展」が 10 月
17 日開幕しました。
　17 日の開会当日は 227 人が入場、パリ日本文化
会館によると、開会当日に入場者が 200 人を上回っ
たのは開館以来初めてという。24 日までの７日間に
1440 人が入場しました。
　16 日夜の招待者対象の内覧会には、小倉和夫・駐
仏日本大使や松浦晃一郎・ユネスコ本部事務局長の
ほかフランス政府関係者ら約 500 人が出席しました。
　また、同日、報道向けの内覧会があり、現地のジャー
ナリストからは展示内容をはじめ展示構成、会場デ
ザイン、照明効果など高い評価を受けました。

監修者の榎本徹さん（県立山口美術館副館長）に聞く
パ
リ
の
人
た
ち
の
反
応
は
？

　
基
本
的
に
見
方
が
う
ま
い
し
、
２
年

前
に
同
会
場
で
開
か
れ
た
「
樂
展
」
を

見
て
い
る
な
ど
、
日
本
文
化
に
対
し
て

深
く
理
解
し
て
い
る
。「
萩
焼
を
見
る

の
は
初
め
て
で
す
が
」
と
い
う
言
葉
か

ら
質
問
を
始
め
る
人
が
多
か
っ
た
。

　
日
本
文
化
を
理
解
し
よ
う
と
い
う
熱

心
さ
を
感
じ
た
。
ま
た
よ
く
理
解
し
た

人
が
来
て
い
る
。

　
江
戸
時
代
の
作
品
が
、
変
化
が
あ
っ

て
個
性
的
で
面
白
い
、
自
由
さ
を
感
じ

さ
せ
る
と
い
う
反
応
を
多
く
聞
い
た
。

　
多
く
の
人
が
茶
陶
と
違
う
現
代
物
の

多
様
さ
と
、
置
物
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
強

さ
に
驚
い
て
い
た
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
あ

る
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
が
あ
る
、

大
き
さ
に
驚
い
た
な
ど
。

印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
？

　
こ
の
会
場
に
は
、
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー

と
ホ
ー
ル
が
あ
っ
て
、
ふ
だ
ん
ホ
ー
ル

の
照
明
を
や
っ
て
い
る
人
た
ち
が
展
覧

会
の
照
明
を
担
当
し
て
い
た
。
会
場
全

体
を
暗
く
し
て
作
品
の
存
在
感
を
出

し
、
作
品
の
一
点
一
点
に
照
明
を
当
て

て
、
表
情
が
出
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

蛍
光
管
に
赤
い
フ
ィ
ル
タ
ー
を
か
け
黄

色
が
か
っ
た
赤
味
を
出
し
、
萩
焼
の
温

か
さ
が
浮
か
び
上
が
る
と
い
う
風
に
照

明
に
凝
っ
て
い
る
。

今
回
の
展
示
の
狙
い
は
？

　
萩
焼
４
０
０
年
の
奥
行
き
だ
け
で
な

く
、
茶
陶
だ
け
で
は
な
い
幅
の
広
さ
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
の
豊
か
な
萩
焼
の
全
体
的

な
拡
が
り
を
見
て
ほ
し
い
。

入
場
者
数
は
？

　
パ
リ
日
本
文
化
会
館
の
今
ま
で
の
最

高
は
「
縄
文
展
」
で
１
万
人
以
上
で
し

た
が
、
初
日
は
50
人
前
後
だ
っ
た
と
い

う
。
今
回
は
初
日
に
２
０
０
人
位
と
出

足
が
す
ご
く
い
い
。
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
初

日
に
来
て
い
た
が
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
中
で

人
は
自
由
に
動
く
と
い
う
現
実
に
興
味

を
持
っ
た
。

展
示
内
容
に
つ
い
て
？

　
時
代
順
で
は
な
く
、
セ
ッ
ト
で
見
て

ほ
し
い
も
の
は
セ
ッ
ト
に
し
て
い
る
。

茶
碗
・
茶
入
・
水
指
の
三
点
セ
ッ
ト
で
、

伝
統
的
な
一
番
古
い
も
の
と
前
衛
的
で

造
形
的
な
一
番
新
し
い
も
の
と
を
対
応

さ
せ
た
。
遊
び
、
仕
掛
け
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
。
作
者
が
違
う
け
ど
似
て
い
る

置
物
と
か
展
示
の
順
番
に
は
凝
っ
た
つ

も
り
で
す
。
照
明
も
含
め
日
本
で
は
で

き
な
い
ぐ
ら
い
面
白
い
展
示
に
な
っ
て

い
る
。

▷
会
場
で
質
問
を
受
け
る
榎
本
さ
ん
（
左
）

佐
賀
市
で
の
一
坂
太
郎

さ
ん
（
東
行
記
念
館
副

館
長
）
の
講
演
か
ら

第 3 ステージ（松陰の道・
リレー講演会）

松
下
村
塾
に
つ
い
て
（
抜
粋
）

　

も
っ
と
す
ご
い
の
は
、
松
陰

は
偉
ぶ
っ
た
こ
と
が
な
く
、
温

厚
で
あ
っ
た
。
入
門
希
望
者
に

「
私
は
学
問
を
し
て
い
る
の
で
、

一
緒
に
勉
強
し
て
い
こ
う
」
と

言
っ
た
。
同
士
に
な
り
ま
し
ょ

う
と
の
こ
と
を
言
っ
た
ら
し
い
。

　

よ
そ
か
ら
見
る
と
誰
が
先
生

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。

メ
ダ
カ
の
学
校
で
あ
っ
た
。
松

陰
は
本
当
に
尊
敬
さ
れ
て
い
た
。

松
陰
と
塾
生
は
年
が
９
歳
ぐ
ら

い
し
か
離
れ
て
い
な
い
。
お
兄

さ
ん
み
た
い
な
も
の
。
し
か
し

田
舎
の
十
代
の
少
年
達
に
と
っ

て
密
航
に
失
敗
し
た
武
勇
伝
や

世
界
情
報
の
話
に
影
響
を
受
け

た
。
当
時
の
親
た
ち
は
あ
ん
ま

り
塾
に
通
わ
せ
た
く
な
か
っ
た

ら
し
く
、
難
民
と
呼
び
、
差
別

し
た
。
門
下
生
は
逆
に
発
奮
し

て
い
っ
た
。

　
授
業
は
面
白
く
、
よ
く
冗
談
も
出
て

い
た
ら
し
い
。
15
、
16
の
少
年
だ
っ
た

品
川
弥
二
郎
が
壁
に
塗
ろ
う
と
泥
を

ね
っ
て
い
た
時
、
そ
の
泥
が
松
陰
の
顔

を
直
撃
、
品
川
は
び
っ
く
り
し
た
。
そ

こ
で
松
陰
は
「
弥
二
郎
よ
、
師
の
顔

に
泥
を
塗
る
も
の
で
は
な
い
」
と
く
だ

ら
な
い
親
父
ギ
ャ
グ
を
言
っ
た
そ
う
で

す
。
が
ち
が
ち
の
先
生
で
は
な
か
っ
た

そ
う
で
す
。

12 月 9 日まで

△
会
場
内
の
萩
市
街
の
パ
ネ
ル

茶陶と違う現代物の多様さと置物のインパクトの強さに驚いていた



斃
た お

れた先輩思う毎
ご と

に慚
ざ ん か ん

汗　背
せ

を潤
うるお

す

（４）

情ある人　品川弥二郎小伝　最終回

品
川
の
墓
は
、
維
新
の
夜
明
け
を
見
ず
に
死
ん
だ
多
く
の
仲

間
た
ち
が
眠
る
京
都
・
霊
り
ょ
う
ぜ
ん山

墓
地
に
あ
る

　前回にもそれらしいことを記したが、品川弥二郎は政治家としては失敗の方が
多かった。後半生は本人にも不本意だったかもしれない。しかし、篤実な青年た
ちからは今の世の吉田松陰として、ひそかに欽

き ん ぼ
慕されたという。品川はつねづね

言っていたそうだ。今、この明治の御
み よ

代があるのは、先輩諸子が家を忘れ身をな
げうち、元

もと
を喪

うしな
い血をそそいだ御

お か げ
陰ではないのか。「弥二の如きは昼夜これを思う

毎に慚汗背を潤す。あに先輩に報ずる所のうして可
か

ならんや」と。そして、師吉
田松陰はじめ非

ひ め い
命の志士たちを歴史に刻み顕彰することを己が任とした。　

　
師
に
託
さ
れ
た

　
　
　
「
幽ゆ
う
し
つ
ぶ
ん
こ
う

室
文
稿
」
を
出
版
す
る

京
都
に
松
陰
遺
言
の
尊
そ
ん
じ
ょ
う
ど
う

攘
堂
を
つ
く
る

皇
后
か
ら
品
川
通
し

　
　
　
　
松
陰
老
母
へ
贈
り
物

　
尊
攘
堂
は
、
生
前
の
松
陰
が
国
家
有
為
の
志
士
を

集
め
て
教
育
す
る
場
を
京
都
に
つ
く
り
た
い
と
念
願

し
た
も
の
。
松
陰
は
最
後
ま
で
こ
れ
に
執
念
を
も
や

し
、
伝て
ん
馬ま
ご
く獄
で
死
刑
を
覚
悟
す
る
と
、
か
ね
て
相
談

し
て
い
た
入
江
杉
蔵
へ
、「
こ
の
上
は
是
非
僕
が
志

　
品
川
が
先
輩
諸
子
と
い
う
時
、
そ
の
心
中
、
師
松

陰
の
姿
が
圧
倒
的
な
比
重
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
明
治
と
い
う
新
時
代
が
来
て
も
、

な
お
彼
の
中
で
松
陰
は
生
き
続
け
て
い
た
。　

　
安
政
６
年
（
１
８
５
９
）
５
月
、
死
を
覚
悟
し
て

江
戸
へ
送
ら
れ
る
師
松
陰
に
秘ひ
と
く匿
を
託
さ
れ
た
遺
稿

を
ま
ず
世
に
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
師
が

自
分
の
功
罪
の
す
べ
て
は
こ
の
書
中
に
あ
る
と
ま
で

言
い
お
い
た
も
の
だ
。
そ
し
て
、
下げ
ご
く獄

し
た
学
者

の
書
を
門
人
が
焼
い
た
中
国
の
話
を
聞
い
て
涙
し

「
思し
ほ父
（
品
川
の
諱い
み
な）
に
付
し
て
密
か
に
之
れ
を
蔵

せ
し
む
。
思
父
は
蓋け
だ

し
火や

か
ざ
ら
ん
」
と
信
頼
し
預

け
て
い
か
れ
た
。　

　
松
陰
は
こ
の
文
稿
に
跋ば
つ
ぶ
ん文
を
付
け
、「
其そ

（
自
分
）

の
功
罪
の
如
き
は
猛
士
（
松
陰
）
の
骨
の
冷ひ

ゆ
る
を

待
ち
て
、
然し
か

る
後の
ち

断
ず
る
者
出
で
ん
」
と
書
い
た
。

勿
論
、
こ
れ
を
読
ん
だ
上
で
と
い
う
の
で
あ
る
。　

　
品
川
が
、
戊ぼ
ご午
・
己き
び未
両
文
稿
合
わ
せ
て
６
巻
を

「
幽
室
文
稿
」
と
し
て
出
版
し
た
の
は
、
師
の
刑
死

か
ら

22
年
た
つ
明
治
14
年
（
１
８
８
１
）。
序
文
に
、
師

は
獄
中
こ
の
文
稿
を ふ
と
こ
ろ懐か
ら
と
り
出
し
私
の
手
を

と
っ
て
授
け
ら
れ
、
私
は
泣
い
て
受
け
た
、
と
回
顧

し
て
い
る
。
思
え
ば
、
当
時
弥
二
郎
は
ま
だ
満
15
歳

の
少
年
だ
っ
た
。  

←

←

←

←

←

　

他
の
人
は
い
ざ
知
ら
ず
、
彼
に
は
師
の
遺
志
を

ほ
っ
と
け
な
か
っ
た
。
明
治
20
年
（
１
８
８
７
）、

京
都
の
元
典て
ん
や
く
の
か
み

薬
頭
の
別
荘
だ
っ
た
所
を
買
い
求
め
、

手
を
加
え
て
尊
攘
堂
と
し
た
。
一
室
に
尊
皇
攘
夷
に

身
を
捧
げ
た
志
士
た
ち
を
祀ま
つ
り
、
彼
ら
の
遺
墨
遺
品
、

関
係
史
料
を
集
め
て
展
覧
。
毎
年
、
日
を
定
め
て
祭

典
も
営
ん
だ
。

　
品
川
の
尊
攘
堂
は
松
陰
が
構
想
し
た
学
塾
的
な
も

の
で
は
な
か
っ
た
が
、
明
治
維
新
の
途
上
で
斃
れ
た

先
輩
諸し
ょ
し子

を
な
ん
と
か
追
悼
・
顕
彰
し
た
い
と
い
う

真
心
の
所
産
と
い
え
た
。
独
力
で
設
立
さ
れ
た
尊
攘

堂
は
彼
の
死
後
、
京
都
帝
国
大
学
へ
寄
贈
・
移
管
さ

れ
、
今
は
京
大
付
属
図
書
館
の
管
理
に
な
っ
て
い
る
。

　
明
治
22
年
（
１
８
８
９
）
12
月
27
日
、
御ご
り
ょ
う料

局
長

の
品
川
は
皇
后
陛
下
に
呼
ば
れ
御
前
に
出
た
。
す
る

と
皇
后
か
ら
「
松
陰
の
老
母
へ
些
少
の
品
な
れ
ど
も

遣つ
か

は
し
度た

く
候
間あ
い
だ、

弥
二
郎
よ
り
然し
か

る
べ
く
取
り
計は
か

ら
い
く
れ
と
の
お
言
葉
あ
り
」、
お
包
み
（
白し
ろ
ち
り
め
ん

縮
緬
１

疋ぴ
き

）
を
戴
く
。

　
品
川
は
感
激
の
あ
ま
り
「
か
く
ま
で
大お
お
み
ご
こ
ろ

御
心
を
掛

け
さ
せ
ら
れ
、
松
陰
の
母
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
松

陰
も
地
下
に
て
感
泣
致
し
候
は
ん
」
と
言
い
、
落
涙

し
て
退
い
た
。

　
そ
の
数
か
月
前
、
皇
后
大だ
い
ぶ夫

の
香
川
敬
三
に
「
松

陰
先せ
ん
し師
在
世
中
の
事
色
々
申
し
上
げ
た
」
の
が
お
耳

に
入
っ
た
の
だ
。
品
川
は
す
ぐ
に
萩
の
松
陰
実
兄
・

杉
民
治
へ
手
紙
を
書
く
。
母
の
杉
滝
子
は
こ
の
時
83

歳
。 

「
先
師
の
顔
、
や
じ
が
眼
に
ち
ら
つ
き
、
御
前
に
て
落

涙
に
沈
み
、
や
っ
と
そ
の
お
礼
だ
け
申
し
上
げ
た
り
。

ご
推
察
、
ご
推
察
。
鳴あ
あ呼
」　

　
師
匠
お
も
い
、
皇
室
お
も
い
の
弥
二
郎
の
感
動
の

深
さ
、
喜
び
の
大
き
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
だ
。

　
品
川
の
生
涯
の
中
で
も
、
こ
の
時
ほ
ど
嬉
し
か
っ

た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。　

　
明
治
33
年
（
１
９
０
０
）
２
月
26
日
、
品
川
弥
二

郎
は
前
年
亡
く
な
っ
た
夫
人
の
後
を
追
う
よ
う
に
病

死
す
る
。
行
年
58
歳
。
こ
の
時
、
品
川
家
に
は
「
正

二
位
勲
一
等
子
爵
」
に
見
合
う
葬
儀
を
営
む
だ
け
の

金
が
な
く
、
あ
る
人
が
密
か
に
援
助
し
た
と
い
わ
れ

る
。

　
棺か
ん

を
蓋お
お

っ
て
多
く
の
人
が
言
っ
た
の
は
、
品
川
が

よ
く
先
師
松
陰
の
遺
訓
を
守
り
、
一
学
童
弥
二
の
心

を
失
わ
ず
、
国
家
社
会
へ
尽
く
す
志
士
の
本
領
を

保
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
身み
う
ち内

の
先
輩
政
治
家
、
山
県
有あ
り
と
も朋

は
こ
れ
を
「
時

勢
と
と
も
に
変
わ
る
こ
と
を
毫ご
う

も
欲ほ
っ

せ
ず
、
ど
こ
ま

で
も
維
新
前
の
気き
し
ょ
う象

を
失
わ
ざ
り
き
。
大
概
の
人
は

程
度
の
相
違
は
あ
れ
軟
化
し
た
が
品
川
は
然し
か

ら
ざ
り

き
。
彼
の
長
所
短
所
倶と
も

に
こ
こ
に
あ
り
」
と
評
し
た
。

よ
く
品
川
を
知
る
者
の
至
言
だ
ろ
う
。　

　
東
京
朝
日
新
聞
は
書
い
た
。「
正
二
位
勲
一
等
子
爵

の
肩
書
が
こ
の
人
の
名
前
の
上
に
は
何
や
ら
落
ち
着

き
か
ぬ
る
。
そ
の
事
が
明
治
の
歴
史
に
『
や
じ
』
が

存
在
し
た
意
味
で
あ
る
」　　
　
　
　
　
（
お
わ
り
）

　
有う
じ
ょ
う情

の
少
年
で
生
涯
貫
く



し
成
就
致い
た
し
呉く

ら
れ
候
事
と
頼た
の
も
し
母
敷
く
存
じ
候
」
と

遺
言
し
た
。 　

　

し
か
し
、
こ
の
手
紙
は
な
ぜ
か
入
江
に
届
か
ず
、

５
年
後
に
入
江
自
身
も
禁き
ん
も
う門
の
変へ
ん
で
戦
死
。
維
新
後
、

偶
然
水
戸
で
見
つ
か
り
品
川
の
手
に
入
っ
た
。　

（５）

53 歳の品川弥二郎。後半生は持
病の胃病との闘いでもあった（「品
川弥二郎伝」より）

▶
品
川
が
師
松
陰
の
遺
志
を

つ
い
で
創
建
し
た
尊
攘
堂
。

写
真
は
彼
の
死
後
、
京
都
大

学
構
内
に
新
築
さ
れ
た
も
の

←

※
萩
市
は
２
０
０
４
年
（
平
成
16
）
に
毛
利
氏
の
萩

開か
い

府ふ

か
ら
４
０
０
年
を
迎
え
る
。
そ
こ
で
来
年
か
ら
、

波
瀾
と
苦
難
に
み
ち
た
歴
史
を
「
萩
４
０
０
年
の
物

語
」
と
題
し
て
長
期
連
載
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷
土
史
家　
北
村　
知
紀

　
ど
う
し
て
も
、
新
聞
記
者
に
な
り
た

か
っ
た
。
そ
し
て
な
っ
た
。
そ
の
原
点

は
古
里
に
あ
る
。
小
、
中
、
高
と
学
校

新
聞
作
り
に
携
わ
っ
た
が
、
新
聞
記
者

に
最
も
要
求
さ
れ
る
反
骨
精
神
は
、
こ

の
時
、
養
わ
れ
た
と
思
う
か
ら
だ
。　

　
奈
古
中
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
生
徒

数
が
一
人
減
っ
た
が
た
め
に
、
三
ク
ラ

ス
編
成
が
二
ク
ラ
ス
に
な
る
と
い
う
こ

と
が
あ
っ
た
。
一
ク
ラ
ス
当
た
り
の
生

徒
数
は
当
然
、
増
え
る
。
こ
れ
で
は
ま

と
も
な
教
育
は
で
き
な
い
、
と
論
説
に

書
い
た
。
早
速
、
校
長
室
に
呼
び
出
さ

れ
、
こ
っ
て
り
油
を
絞
ら
れ
た
。 　

　
萩
高
で
は
カ
ン
ニ
ン
グ
問
題
を
コ
ラ

ム
で
取
り
上
げ
た
。
カ
ン
ニ
ン
グ
が
見

つ
か
る
と
停
学
で
あ
る
。
カ
ン
ニ
ン
グ

を
未
然
に
防
ぐ
の
が
教
師
、
そ
れ
を
得

意
げ
に
挙
げ
る
と
は
。
師
弟
愛
は
い
っ

た
い
、
ど
こ
へ
行
っ
た
、
と
や
ら
か
し

た
。
当
の
先
生
に
、
呼
び
付
け
ら
れ
、

こ
れ
ま
た
こ
っ
ぴ
ど
く
怒
ら
れ
た
。　

　
ト
ラ
ブ
ル
は
た
び
重
な
っ
た
が
、
ひ

る
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。　

　
読
売
新
聞
時
代
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

を
経
済
記
者
と
し
て
、
大
阪
で
過
ご
し

た
。
こ
こ
で
も
反
骨
精
神
は
い
か
ん
な

く
発
揮
さ
れ
た
。
相
手
が
だ
れ
で
あ
ろ

う
と
、
記
者
会
見
で
は
徹
底
的
に
追
求

し
た
。
手
加
減
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
。
あ
る
頭
取
か
ら
は
「
大
野
さ

ん
、
あ
ん
た
は
一
対
一
の
時
は
非
常
に

紳
士
的
な
の
に
、
共
同
会
見
で
は
、
ど

う
し
て
あ
ん
な
嫌
な
質
問
を
す
る
ん
だ

ね
」
と
ぼ
や
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
若

か
っ
た
。　

　
い
ま
、
思
い
返
し
て
み
る
と
、
恥
ず

か
し
い
か
ぎ
り
だ
。
し
か
し
、
そ
の
底

に
流
れ
る
も
の
は
、
た
と
え
不
利
に
な

る
こ
と
で
も
、
節
は
曲
げ
な
い
松
陰
ば

り
の
正
義
感
で
あ
り
、
長
州
男
児
の
心

意
気
。
決
し
て
後
悔
は
し
て
い
な
い
。

　
最
近
の
若
い
記
者
が
、
総
理
大
臣
あ

た
り
か
ら
一
喝
さ
れ
て
、
二
の
句
が

継
げ
ず
に
、
引
き
下
が
る
の
を
見
る

と
、い
さ
さ
か
残
念
。
か
つ
情
け
な
い
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
反
骨
心
、
批
判

精
神
が
な
く
な
っ
た
ら
、お
し
ま
い
だ
。

　
と
い
っ
て
、
特
ダ
ネ
競
争
に
ば
か
り

狂
奔
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
約
束

は
必
ず
守
っ
た
。
そ
の
た
め
に
特
オ
チ

に
な
る
こ
と
だ
っ
て
あ
る
。
で
も
、
正

義
に
勝
る
も
の
は
な
い
。
そ
の
こ
と
が

信
頼
に
つ
な
が
り
、
い
ず
れ
は
特
ダ
ネ

と
な
っ
て
、
返
っ
て
く
る
の
だ
。 　

　

広
島
で
の
生
活
は
平
成
４
年
か
ら
。

読
売
系
列
と
い
う
こ
と
か
ら
広
島
テ
レ

ビ
に
移
籍
、
報
道
を
担
当
し
て
い
る
。

　
12
月
に
は
Ｂ
Ｓ
（
放
送
衛
星
）
放
送

が
始
ま
る
。
衛
星
一
つ
で
全
国
に
電
波

が
流
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の

コ
ス
ト
は
地
上
波
の
十
分
の
一
。
さ
ら

に
平
成
18
年
に
は
設
備
を
デ
ジ
タ
ル
化

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
っ
て
売

上
げ
が
増
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
格

的
な
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時
代
を
迎
え
、

一
気
に
自
然
淘
汰
が
進
む
だ
ろ
う
。
広

島
テ
レ
ビ
は
果
た
し
て
生
き
残
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
。
責
任
重
大
で
あ
る
。

　ズーム
　 アップ  

　

今
回
は
、
少
年
時
代
か
ら
ず
っ
と
憧
れ
て
い
た
新
聞
記
者
と
し
て

反
骨
精
神
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
、
現
在
は
広
島
テ
レ
ビ
放
送
株
式

会
社
の
常
務
取
締
役
と
し
て
活
躍
中
の
大
野
綱
之
さ
ん
に
、
反
骨
精

神
の
原
点
で
あ
る
長
州
男
児
の
心
意
気
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

広
島
テ
レ
ビ
放
送
株
式
会
社　

常
務
取
締
役

大

野

綱

之

氏

　
古
里
を
離
れ
て
40
有
余
年
。
萩
の
現

況
は
定
か
で
は
な
い
が
、
目
指
す
は
観

光
と
文
化
、
そ
し
て
教
育
で
あ
る
。　

　
ま
ず
観
光
。
歴
史
的
景
観
を
壊
す
こ

と
な
く
、
い
な
が
ら
に
し
て
幕
末
、
明

治
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
。
近
代
建
築
は

ご
法
度
。
ホ
テ
ル
も
例
外
で
は
な
い
。

　
文
化
面
で
は
、
劇
場
あ
る
い
は
音
楽

ホ
ー
ル
の
建
設
。
こ
こ
を
拠
点
に
、
演

劇
、
音
楽
の
登
竜
門
と
し
て
一
大
コ
ン

テ
ス
ト
を
毎
年
、
開
い
て
は
ど
う
か
。

　
残
る
は
教
育
。
松
下
村
塾
の
流
れ
を

く
む
萩
で
あ
る
。
全
国
か
ら
俊
秀
の
集

ま
る
私
立
の
高
校
を
創
立
し
た
い
。
少

数
精
鋭
の
進
学
校
で
あ
る
。　

　
最
後
に
も
う
一
つ
。
阿
武
川
を
親
水

護
岸
と
し
て
整
備
、
遊
歩
道
を
建
設
す

る
。
そ
こ
に
風
車
、
水
車
を
配
す
る
の

も
よ
い
。エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
る
ほ
か
、

牧
歌
的
で
観
光
資
源
に
も
成
る
。　

（
萩
高
９
期
卒
）

長
州
男
児
の
心
意
気

萩
へ
の
ひ
と
こ
と

　
早
稲
田
大
学
文
学
部
卒
。
読
売
新
聞

政
経
部
な
ど
を
経
て
平
成
４
年
か
ら
広

島
テ
レ
ビ
放
送
株
式
会
社
常
務
取
締
役

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル



（６）

未
来
が
こ
こ
か
ら
見
え
て
く
る　
萩
国
際
大
学　
学
生
募
集
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Ｂ日程
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または「英語Ⅰ・Ⅱ」から１科目（60 分、
100 点満点）および書類選考
次の①②の計２科目合計点および書類選考
①外国語（英語）
②「国語Ⅰ」、「国語Ⅰ・Ⅱ」、「日本史Ａ」、「日
本史Ｂ」、「世界史Ａ」、「世界史Ｂ」、「地理Ａ」、

「地理Ｂ」、「現代社会」、「倫理」、「政治・経済」
から１科目を選択
※①②それぞれ 200 点満点、計 400 点満点。
ただし、地理歴史・公民については得点の２倍
換算点 200 点満点。（本学個別学力検査等なし）

Ｃ日程
「国語Ⅰ・Ⅱ」（古文・漢文を除く）
または「英語Ⅰ・Ⅱ」から１科目（60 分、
100 点満点）および書類選考

11 月１日（水）
〜11月21日（火）

志願者に個別連絡

１月９日（火）
〜１月 31 日（水）

２月４日（日） ２月８日（木）

１月 22 日（月）

〜２月 13 日（火）
２月23日（金）

２月７日（水）

〜３月 21 日（水）
３月26日（月） ３月28日（水）

【試験場】萩国際大学、小郡、広島、松山、小倉　※出願書類は、当日消印有効。別に私費外国人留学生選抜もあります。

■平成 13 年度学生募集日程（両学科共通）

大学入試セン
ター試験日
１月20日（土）
　　21 日（日）

　

萩
国
際
大
学
で
は
、
来
年
度
の
新

入
生
と
編
入
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

進
学
前
の
子
弟
を
お
持
ち
の
皆

さ
ん
、
萩
国
際
大
学
へ
の
進
学
を

検
討
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
国
際
学
科
】

コ
ー
ス　
比
較
文
化
コ
ー
ス
、
比
較
経

済
コ
ー
ス

【
経
営
情
報
学
科
】

コ
ー
ス　
情
報
コ
ー
ス
、経
営
コ
ー
ス
、

会
計
コ
ー
ス

■
１
年
次
学
生
募
集
（
３
０
０
名
）

国
際
学
科　
１
４
０
名

経
営
情
報
学
科　
１
６
０
名

※
詳
細
は
下
表
参
照
。

■
編
入
学
生
募
集
（
２・３
年
次
）

　
募
集
人
数
、
出
願
資
格
等
く
わ
し
く

は
大
学
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
待
生
制
度
の
創
設

内　
容　
学
納
金
（
入
学
金・授
業
料・

施
設
整
備
費
・
維
持
費
）
の
半
額
免
除

対
象
者　
保
護
者
が
萩
市
内
に
住
所
を

有
す
る
者
、
ま
た
は
萩
市
内
の
高
等
学

校
を
卒
業
（
見
込
み
）
の
者

募
集
人
員　
若
干
名

問
い
合
わ
せ　
萩
国
際
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
８・２
４・４
０
０
０
）

へ

萩国際大学大学祭

紅
こ う し さ い

紫祭
　

萩
国
際
大
学
の
２

回
目
の
大
学
祭
「
紅

紫
祭
」
が
、
次
の
と

お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

学
生
も
増
え
、
よ

り
楽
し
め
る
大
学
祭

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
全
国
、

海
外
か
ら
萩
に
集
っ
た
学
生
た
ち
が
演

出
す
る
「
紅
紫
祭
」
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

と　
き　
11
月
４
日（
土
）、５
日（
日
）

と
こ
ろ　
萩
国
際
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

内　
容　
弁
論
大
会
、
公
開
講
座
、
ミ

ニ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
、
弓
道
演
武
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

バ
ザ
ー
、
骨
強
度
測
定
コ
ー
ナ
ー
、
施

設
公
開
、
国
際
テ
ン
ト
村
、
野
外
特
設

ス
テ
ー
ジ
な
ど

昨年の様子

萩
国
際
大
学
の
留
学
生　

　
ホ
サ
イ
ン
・
イ
ス
マ
イ
ル
君秋の萩焼まつりで（10 月 7 日）

　
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
バ
ン
グ
ラ

デ
ィ
ッ
シ
ュ
カ
レ
ー
は
い
か
が
で
す

か
！
」
流
暢
な
日
本
語
で
明
る
く
接

客
し
て
い
る
の
は
、
萩
国
際
大
学
２
年

の
留
学
生
ホ
サ
イ
ン
・
イ
ス
マ
イ
ル

君
。
第
１
期
留
学
生
と
し
て
バ
ン
グ
ラ

デ
ィ
ッ
シ
ュ
か
ら
一
人
萩
に
や
っ
て
き

た
。

　
１
年
目
は
日
本
語
と
の
葛
藤
。
全
く

分
か
ら
な
か
っ
た
。
漢
字
と
い
う
共
通

語
を
持
つ
中
国
人
留
学
生
が
ど
ん
ど
ん

ア
ル
バ
イ
ト
を
決
め
て
い
る
の
に
、
自

分
は
決
ま
ら
な
い
。
語
学
力
と
肌
の

色
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
否
応
も
な
く

感
じ
た
。
ひ
と
つ
だ
け
大
手
ス
ー
パ
ー

が
Ｏ
Ｋ
し
て
く
れ
た
。
今
度
は
自
分
の

働
く
こ
と
へ
の
甘
さ
で
迷
惑
を
か
け
て

し
ま
っ
た
。
東
京
で
働
く
お
兄
さ
ん
が

病
気
で
倒
れ
て
し
ま
い
、
仕
送
り
が
止

ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
ろ
ん
な
人
に
助

け
ら
れ
て
何
と
か
や
っ
て
き
た
１
年
間

だ
っ
た
。

　
日
本
語
は
上
手
に
な
っ
た
が
、
生
活

が
苦
し
い
の
は
今
も
同
じ
。
田
町
商
店

街
の
人
た
ち
が
秋
の
萩
焼
ま
つ
り
で
カ

レ
ー
を
売
っ
て
支
援
し
よ
う
と
い
う
話

に
な
っ
た
。
萩
市
と
萩
市
民
の
国
際
化

は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。



秋の萩焼まつりで（10 月 7 日）
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市民館にグランド
ピアノを寄贈
広島の石川幸子さん

　

広
島
市
西
区
在

住
の
石
川
幸
子
さ

ん
か
ら
、
文
化
振

興
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
萩
市
に
グ

ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ

（
１
０
５
０
万
円
相

当
）
と
ピ
ア
ノ
収

納
庫
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
６
月
に
萩
市
民
館
で
行
わ
れ
た

演
奏
会
で
ピ
ア
ノ
の
老
朽
化
を
痛
感
さ

れ
、
寄
贈
を
思
い
立
た
れ
ま
し
た
。

　
石
川
さ
ん
は
阿
東
町
生
ま
れ
の
元
高

校
教
諭
。
元
同
僚
で
あ
っ
た
萩
市
出
身

の
守
永
洋
子
さ
ん
の
遺
志
を
継
ぎ
、
平

成
６
年
に
教
育
基
金
に
と
１
億
円
を
寄

付
、
翌
年
に
も
１
億
円
を
寄
付
。
さ
ら

に
平
成
10
年
に
も
５
０
０
万
円
を
寄
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
萩
市
で
は
、
こ
の
２
億
円
を
も
と
に

平
成
７
年
「
守
永
洋
子
大
学
進
学
奨
学

金
」
制
度
を
発
足
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
延

べ
33
名
が
奨
学
金
を
受
け
ま
し
た
。

　
11
月
３
日
に
は
、
萩
市
民
館
で
グ
ラ

ン
ド
ピ
ア
ノ
寄
贈
記
念
演
奏
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

寄贈されたピアノと石川さん

特
急
「
い
そ
か
ぜ
」
存
続
へ
向
け
て

　

Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
で
唯
一
、
萩
市
を

経
由
す
る
特
急
「
い
そ
か
ぜ
」
の
存

続
に
向
け
た
対
策
会
議
が
10
月
２
日
、

市
役
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
、
野
村
萩
市
長
を
は
じ

め
、
萩
、
長
門
両
市
の
商
工
会
議
所
、

商
店
街
、
観
光
関
係
団
体
な
ど
の
代

表
者
約
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
い
そ
か
ぜ
」
は
、
今
秋
の
ダ
イ
ヤ

改
正
で
は
廃
止
は
免
れ
た
も
の
の
、

来
春
以
降
の
存
続
は
不
確
定
で
す
。

　

今
後
の
い
そ
か
ぜ
利
用
促
進
策
と

し
て
、
島
根
県
浜
田
市
の
水
族
館
「
ア

ク
ア
ス
」
へ
の
格
安
料
金
で
の
日
帰

り
旅
行
、
九
州
か
ら
の
萩
循
環
ま
ぁ
ー

る
バ
ス
ツ
ア
ー
、
神
話
の
里
島
根
県

松
江
・
出
雲
へ
の
ツ
ア
ー
な
ど
を
行

う
予
定
で
す
。

旧市立病院跡地の
　　　　発掘調査を開始
　10 月から、萩市堀内の旧市立病院跡
地及び隣接する夏みかん畑の発掘調査
が始まりました
　この土地は、新しい博物館建設候補
地であるだけではなく、江戸時代に毛
利氏一門の大野毛利家の上屋敷であっ
たことから調査するものです。
　発掘面積は約１万 1000 ㎡で、来年
10 月まで行われる予定です。

旧市立病院跡地

完成予想図

来
年
４
月
オ
ー
プ
ン
！　
　
　

「
萩
し
ー
ま
ー
と
」
着
工

　
８
月
28
日
、
萩
沖
の
水
産
物
を
中
心

と
す
る
販
売
施
設
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」

新
築
工
事
の
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
来
年
２
月
末
の
完
成
予
定
で
、
４

月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」
で
は
、
地
場
の

鮮
魚
を
始
め
水
産
加
工
品
、
青
果
、
肉

類
等
が
販
売
さ
れ
、
海
鮮
レ
ス
ト
ラ
ン

で
は
、
郷
土
色
豊
か
な
味
覚
が
提
供
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る

受
注
な
ど
、
萩
か
ら
全
国
に
向
け
た
物

流
、
情
報
発
信
も
計
画
中
で
す
。　

「
道
の
駅
」
に
登
録

　
８
月
18
日
に
は
、
山
口
県
内
で
は
14

番
目
の
「
道
の
駅
」
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
市
内
で
は
、
萩
往
還
公
園
に
次
い

で
２
か
所
目
と
な
り
ま
す
。

幕末の大砲工場発見！
　
松
陰
神
社
入
口
か
ら
北
西
方
向
に
約

１
０
０
ｍ
行
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
幕
末
の

「
郡
司
鋳
造
所
」
跡
か
ら
、
大
砲
な
ど
兵

器
鋳
造
施
設
と
み
ら
れ
る
石
組
み
の
遺
構

が
見
つ
か
り
、
10
月
15
日
、
山
口
県
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
現
地
説
明
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
歴
史
フ
ァ
ン
や
維
新
史

研
究
者
ら
約
２
５
０
人
が
詰
め
か
け
、
熱

心
に
説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
発

掘
調
査
は
、
今
年
の
５
月
か
ら
月
見
川
沿

い
の
約
２
０
０
㎡
を
対
象
に
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
郡
司
家
は
旧
毛
利
藩
代
々
の
鋳い

も

じ
物
師

で
、
幕
末
期
に
は
藩
命
で
銃
砲
鋳
造
所

に
指
定
さ
れ
た
と
い
う
文
献
が
残
っ
て

い
ま
す
。　

　

軍
事
関
連
施
設
の
出
土
は
全
国
で
も

珍
し
く
、
大
砲
は
幕
末
の
動
乱
期
、
外

国
艦
隊
と
の
馬
関
戦
争
な
ど
で
使
わ
れ

た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
説
明
会
に
は
、
下
関
市
在
住
の
直
木

賞
作
家
・
古
川
薫
さ
ん
も
訪
れ
、「
貴

重
な
発
見
。
全
体
保
存
は
無
理
と
し
て

も
、
大
砲
鋳
造
の
遺
構
だ
け
は
残
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

大勢の歴史ファンが詰めかけた説明会作家・古川薫さんも参加
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第
51
回
山
口
指
月
会
が
10
月
18
日
午

後
６
時
30
分
か
ら
、
会
員
、
来
賓
約

１
１
０
名
の
参
加
に
よ
り
、
山
口
市
の

翠
山
荘
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
の
冒
頭
河
野
会
長
か
ら
「
21
世

紀
は
新
し
い
会
長
の
も
と
、
山
口
指
月

会
が
ま
す
ま
す
発
展
す
る
よ
う
頑
張
っ

て
欲
し
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
こ
れ
を

受
け
て
萩
高
１
期
卒
の
齋
藤
正
美
さ
ん

が
全
会
一
致
で
新
し
い
会
長
と
し
て
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
、

齋
藤
新
会
長
が
「
山
口
指
月
会
の
た
め

に
一
所
懸
命
努
力
し
た
い
」
と
挨
拶
が

あ
っ
た
後
、
山
縣
萩
高
同
窓
会
長
か
ら

同
日
に
行
わ
れ
た
萩
高
創
立
１
３
０
年

記
念
事
業
へ
の
協
力
に
対
す
る
謝
辞
に

併
せ
て
、事
業
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
12
年
10
月
22
日
、
京
都
の
東
福

寺
内
退
耕
庵
に
於
い
て
、
本
年
も
、
明

治
維
新
防
長
殉
難
者
顕
彰
会
が
約
50
名

の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
ご

出
席
の
、
野
村
萩
市
長
は
残
念
な
が
ら

ご
欠
席
で
し
た
が
、
萩
か
ら
は
山
縣
喜

一
氏
・
長
谷
智
氏
・
藤
原
弘
毅
氏
・
藤

村
俊
夫
氏
等
が
ご
出
席
で
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
慶
応
三
年
正
月
三
日
に

勃
発
し
ま
し
た
戊
辰
戦
争
が
、
つ
い
に

日
本
全
国
を
ま
き
込
み
、
一
年
半
余
も

燃
え
続
け
る
の
で
す
が
、
あ
の
鳥
羽
伏

見
の
戦
い
の
場
所
で
、
鴨
川
に
沿
っ
て

走
る
鳥
羽
街
道
の
近
く
に
、
こ
こ
東
福

寺
が
あ
り
、
毛
利
藩
の
本
陣
に
な
っ
て

い
た
の
で
す
。
若
い
長
州
人
達
が
つ
ぎ

つ
ぎ
と
戦
死
し
て
行
く
の
を
、
不
憫
に

思
わ
れ
た
寺
の
住
職
が
、
東
山
三
十
六

山
口
指
月
会
総
会

峯
の
懐
に
あ
る
、
仲
恭
天
皇
御
陵
内

南
岳
に
、
ね
ん
ご
ろ
に
弔
わ
れ
ま
し

た
墓
を
、
顕
彰
す
る
会
だ
と
承
知
し

て
い
ま
す
。

　

顕
彰
会
の
歴
代
会
長
は
、
品
川
弥

二
郎
、
寺
内
正
毅
、
杉
道
助
、
岸
信
介
、

田
中
龍
夫
の
各
先
生
方
、
そ
し
て
現

在
は
、
六
代
目
林
義
郎
会
長
な
の
で

す
。

　

当
日
、
午
前
九
時
半
よ
り
、
戊
辰

殿
に
於
い
て
、
五
十
部
住
職
の
読
経

に
よ
り
法
要
が
開
始
さ
れ
、
林
会
長

を
筆
頭
に
全
員
が
焼
香
、
会
長
の
ご

挨
拶
の
後
、
詩
吟
、
献
笛
、
地
唄
に

よ
る
京
舞
が
、
そ
れ
ぞ
れ
厳
か
に
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
の
講
師
は
、
現
職
学
校
法
人

南
京
都
学
園
理
事
長
・
高
等
学
校

本も
と
ぶ部

廣
哲
校
長
で
、「
偉
大
な
教
育
者

西
郷
隆
盛
が
沖
永
良
部
島
に
お
け
る

南
洲
塾
に
つ
い
て
」
を
講
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
今
の
役
員
改
選
や
、
収

支
報
告
等
の
総
会
は
、
順
調
に
進
み
、

有
志
は
、
そ
れ
ぞ
れ
東
福
寺
内
の
、

ま
だ
紅
葉
に
な
っ
て
い
な
い
景
色
を
、

楽
し
み
な
が
ら
徒
歩
で
、
秋
晴
れ
の

中
を
南
岳
の
墓
参
を
致
し
ま
し
た
。

　

退
耕
庵
に
帰
っ
て
、
参
加
者
全
員

の
集
合
写
真
を
撮
っ
て
、
精
進
料
理

と
少
し
の
般
若
湯
で
話
が
弾
み
、
有

意
義
な
一
日
を
過
し
、
又
来
年
を
約

束
し
な
が
ら
皆
さ
ん
は
、
満
足
顔
で

散
会
を
致
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
大
阪　
中
山
光
夫

明
治
維
新
防
長
殉
難
者

顕
彰
会

た
ち
ば
な
会
総
会

　
校
歌
斉
唱
は
、
萩
中
、
萩
高
女
、
萩

高
の
順
に
行
わ
れ
、
参
加
者
は
昔
を
思

い
出
し
な
が
ら
懐
か
し
そ
う
に
歌
っ
て

い
ま
し
た
。

　

乾
杯
の
後
に
始
ま
っ
た
懇
談
会
で

は
、
豪
華
景
品
付
き
の
き
ら
ら
ク
イ
ズ

や
お
楽
し
み
ビ
ン
ゴ
大
会
に
一
喜
一
憂

し
、
会
場
の
雰
囲
気
が
最
高
潮
に
達
し

た
と
こ
ろ
で
閉
会
の
時
間
と
な
り
、
来

年
も
ま
た
こ
こ
で
会
う
こ
と
を
約
束
し

な
が
ら
家
路
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　
10
月
14
日
に
、
萩
商
業
高
等
学
校
の

体
育
館
で
第
35
回
た
ち
ば
な
会
総
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
は
国
歌
、
校
歌
の
斉
唱
か
ら
始
ま

り
、
川
原
理
事
長
、
能
美
校
長
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
挨
拶
の
中
で
能
美
校

長
は
、
学
校
の
近
況
報
告
と
今
年
の
創

立
90
周
年
を
記
念
す
る
行
事
、
式
典
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
つ
づ
い
て

来
賓
と
し
て
野
村
萩
市
長
、
横
山
県
議

会
議
員
の
祝
辞
が
あ
り
、
引
受
の
代
表

と
し
て
昭
和
39
年
卒
業
の
清
水
さ
ん
が

挨
拶
し
ま
し
た
。

　
総
会
後
の
懇
親
会
は
、
関
西
支
部
副

支
部
長
の
江
舟
さ
ん
の
乾
杯
で
ス
タ
ー

ト
し
、
高
校
時
代
の
懐
か
し
い
会
話
や

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
楽
し
み
ま
し

た
。
創
立
90
年
の
総
会
は
約
４
５
０
名

の
参
加
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

萩
高
等
学
校
創
立

１
３
０
周
年
記
念
式
典

東福寺退耕庵での法要

　
萩
高
等
学
校
の
創
立
１
３
０
周
年
記

念
式
典
が
10
月
18
日
に
同
校
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
生
徒
や
教

職
員
の
ほ
か
二
井
知
事
、
河
村
建
夫
議

員
な
ど
１
２
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
校
は
明
治
３
年
に
山
口
藩
が
萩
明

倫
館
を
萩
中
学
校
と
し
て
改
称
し
た
こ

と
を
創
立
と
し
て
い
て
、
県
内
の
旧
制

中
学
で
は
最
も
古
い
歴
史
を
持
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
明
治
34
年
に
県
立
萩
中

学
校
と
改
め
、
戦
後
の
昭
和
25
年
に
女

子
高
だ
っ
た
萩
南
高
と
統
合
し
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　
同
校
の
校
訓
碑
が
創
立
１
３
０
周
年

に
あ
わ
せ
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
校

訓
碑
は
、
吉
田
松
陰
の
言
葉
で
も
あ
り

昨
年
８
月
に
制
定
さ
れ
た
校
訓「
至
誠
」

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
大
き
さ
は
高
さ

約
２
m
、
幅
約
３
m
の
玄
武
岩
製
で
、

萩
高
同
窓
会
が
寄
贈
し
た
も
の
で
す
。

　
記
念
式
典
終
了
後
、
碑
を
揮
ご
う
し

た
河
村
議
員
や
山
縣
同
窓
会
長
、
川
本

校
長
に
よ
り
除
幕
が
行
わ
れ
ま
し
た
。除幕の様子

山口指月会総会 たちばな会総会



（９）

　
竹
の だ
い
だ
い
橙 

か
ご
に
詰
め
ら
れ
た
黄
色
い
夏
み
か
ん
が
、

大
八
車
や
馬
車
に
つ
ま
れ
て
運
ば
れ
て
い
く
。
か
つ
て
の

萩
で
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
見
か
け
る
、
何
と
な
く
嬉
し

く
な
る
光
景
だ
っ
た
。
写
真
は
東
萩
駅
ら
し
い
。
す
で
に

貨
車
が
と
ま
っ
て
い
て
、
出
荷
さ
れ
る
橙
が
次
々
と
大
八

車
で
着
い
て
い
る
。
萩
の
夏
み
か
ん
は
明
治
10
年
代
の
初

め
、小お
ば
た
た
か
ま
さ

幡
高
政
が
貧
困
士
族
救
済
の
た
め
に
栽
培
を
始
め
、

た
ち
ま
ち
全
市
に
広
が
っ
た
。
同
20
年
（
１
８
８
７
）
ご

ろ
か
ら
戦
後
の
昭
和
30
年
（
１
９
５
５
）
ご
ろ
ま
で
の
ほ

ぼ
70
年
間
、
萩
の
経
済
を
支
え
る
主
力
産
業
だ
っ
た
。
石

碑
「
橙と
う
え
ん
の
き

園
之
記
」
が
建
つ
旧
小
幡
邸
は
先
頃
、
前
所
有
者

の
故
田
中
龍
夫
氏
の
遺
族
か
ら
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
。

◯このコーナーでは、大正、昭和初期の萩の風景を撮影した写真を募集しています。（連絡先　萩市広報課　0838・25・3178）
◯このコーナーで紹介した写真は、萩市ホームページ（http://www.urban.ne.jp/home/hagicity/) でも紹介しています。

橙園之記（平安古・田中家別邸）▶

今は懐かしい萩特産・夏みかんの出荷
（新川、昭和 11 年）

維
新
の
男　
村
田
英
雄
御
大
が
高
杉
晋

作
を
朗
々
と
歌
う
。
都
々
逸
の
パ
ー
ト

を
暗
譜
で
歌
え
ば
大
受
け
間
違
い
な
し

の
秀
作
。
作
詞
は
山
門
芳
馨
、
作
曲　

市
川
昭
介
。こ
の
ト
リ
オ
で「
萩
城
跡
」、

「
萩
の
女ひ
と

」
の
２
曲
も
あ
る
。

長
州
の
男　
歌
は
あ
の
「
み
ち
の
く
ひ

と
り
旅
」
の
山
本
譲
二
。
作
詞
は
星
野

哲
朗
、
作
曲
・
原
譲
二
。
萩
の
港
、
維

新
の
夢
、
青
海
の
十
六
羅
漢
と
い
う
お

約
束
ス
ポ
ッ
ト
が
押
さ
え
て
あ
る
う
れ

し
い
１
曲
。

花
の
奇
兵
隊　
三
橋
美
智
也
が
奇
兵
隊

の
高
杉
晋
作
を
歌
っ
た
も
の
。
作
詞
は

草
野
桂
五
、
作
曲
・
吉
田
矢
健
治
。

故
郷
ば
な
し　
詩
・
歌
は
宇
部
出
身
で

旧
明
経
中
に
在
学
し
て
い
た
頼
田
有

梨
。
作
曲・亜
乃
庸
、編
曲・南
郷
達
也
。

「
好
い
ち
ょ
る
、
惚
れ
ち
ょ
る
、
命
を

賭
け
る
、
愛
し
い
お
方
に
ゃ
ホ
ン
ニ
尽

く
し
ま
す
〜
」
や
っ
ぱ
り
女
は
長
州
女

に
限
る
？

萩
の
母　
本
誌
で
も
も
う
お
な
じ
み
の

原
た
か
し
の
名
曲
。
松
陰
の
涙
松
の

シ
ー
ン
を
堂
々
と
歌
い
涙
を
誘
う
。
７

年
前
に
発
売
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
い
ま

だ
に
じ
わ
じ
わ
と
売
れ
て
い
る
そ
う

だ
。
作
詞
は
田
村
和
男
、
作
曲
・
岸
本

健
介
、
編
曲
・
南
郷
達
也
。

萩
の
恋
歌　
帰
っ
て
こ
な
い
と
わ
か
っ

て
い
て
も
、
ひ
た
す
ら
萩
で
待
つ
女
を

歌
っ
て
い
る
。

歌
・
山
本
和
美
、
作
詞
・
や
し
ろ
よ
う
、

作
曲
・
山
田
年
秋

　今年もあと２か月となりました。年末年始と
いえば忘年会や新年会。今回はふるさとを思い
出しつつカラオケで歌っていただきたい曲を揃
えてみました。

（２）

■
吉
田
松
陰
全
集　
マ
ツ
ノ
書
店

　
吉
田
松
陰
生
誕
１
７
０
周
年
を
記
念

し
て
岩
波
書
店
刊
行
の
全
集
に
門
下
生

や
知
人
の
日
記
・
談
話
・
書
簡
な
ど
松

陰
に
関
す
る
文
書
を
集
め
た
別
巻
１
冊

を
新
た
に
加
え
て
復
刻
し
た
も
の
。

　
吉
田
松
陰
を
歴
史
上
の
ヒ
ー
ロ
ー
と

し
て
で
は
な
く
、
等
身
大
の
人
間
と
し

て
と
ら
え
直
す
の
に
不
可
欠
な
史
料
と

な
っ
て
い
る
。

　
Ａ
５
版
７
０
０
０
ペ
ー
ジ
で
、
販
売

は
直
販
の
み
。配
本
は
来
年
１
月
中
旬
。

定 

価　

８
万
円
（
別
途
送
料

１
０
０
０
円
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
マ
ツ
ノ
書

店
（
０
８
３
４・２
１・２
１
９
５
）

出　
版　
情　
報

「維新の男・萩の女」ジャケット

■
烈
々
た
る
日
本
人　
よ
し
だ
み
ど
り

著　
祥
伝
社

　
「
宝
島
」
や
「
ジ
キ
ル
博
士
と
ハ
イ

ド
氏
」
の
作
者
と
し
て
著
名
な
イ
ギ
リ

ス
の
文
豪
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン
に
よ
る

世
界
で
は
じ
め
て
の
吉
田
松
陰
の
伝
記

の
和
訳
紹
介
を
核
に
、
そ
れ
が
書
か
れ

る
に
至
っ
た
背
景
や
人
間
関
係
に
ま
で

迫
っ
た
作
品
。
副
題
は
、
日
本
よ
り
先

に
書
か
れ
た
謎
の
吉
田
松
陰
伝
。

　
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン
が
ど
う
し
て
吉

田
松
陰
の
こ
と
を
知
っ
た
の
か
、
そ
こ

に
何
が
書
か
れ
て
い
た
の
か
興
味
は
尽

き
な
い
。
作
者
は
、
か
つ
て
幼
児
向
け

テ
レ
ビ
番
組
「
ロ
ン
パ
ー
ル
ー
ム
」
の

司
会
者
を
務
め
、
現
在
は
執
筆
家
と
し

て
知
ら
れ
る
、
よ
し
だ
み
ど
り
。



（10）

い
、
式
に
は
、
野
村
萩
市
長

を
始
め
と
す
る
来
賓
や
、
井

町
会
長
な
ど
会
社
関
係
者
が

多
数
出
席
し
ま
し
た
。

　

井
町
会
長
は
、「
萩
の
夏
み

か
ん
を
使
っ
て
和
菓
子
を
作

り
、
食
文
化
の
ル
ー
ツ
で
あ

る
京
都
か
ら
萩
を
発
信
し
た

い
と
常
々
考
え
て
い
ま
し
た
。

私
も
萩
を
出
て
50
年
、
残
り

の
人
生
で
こ
の
事
業
を
成
し

遂
げ
、
菓
子
業
界
で
の
和
晃

の
基
盤
を
確
立
す
る
と
と
も

に
、
お
世
話
に
な
っ
た
故
郷

萩
へ
の
恩
返
し
が
で
き
る
の

で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

萩
夏
み
か
ん
農
園
開
園
!!

「
夢
あ
る
菓
子
」
を
夢
見
て
・・・・・・

■株式会社　和晃
通信販売　フリーダイヤル（0120・178・807）
ネ ッ ト 販 売　http://www.rakuten.co.jp/okashi-
wakou/

「
夢
あ
る
菓
子
」
作
り
に
つ
い
て
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
員
の
皆
さ

ん
、
来
年
の
夏
み
か
ん
の
収
穫
後
、
ど

ん
な
和
菓
子
が
で
き
る
か
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

開園式の様子（井町会長）

　
大
阪
市
営
地
下
鉄
の
江
坂

駅
近
く
に
、
た
ち
ば
な
会
関

西
支
部
長
の
梶
山
高
さ
ん
が

オ
ー
ナ
ー
を
つ
と
め
、
萩
商

同
窓
生
が
よ
く
利
用
す
る

「
長
州
」
と
い
う
日
本
料
理

店
が
あ
り
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
は
平
成
２
年
５

月
で
、
今
年
開
店
10
周
年
で

す
。

　
昼
は
、
７
０
０
円
の
定
食

か
ら
、
夜
は
、
こ
れ
か
ら
の

寒
い
季
節
に
ピ
ッ
タ
リ
の
鍋

料
理
各
種
。
な
か
で
も
牛
と

鶏
ミ
ン
チ
肉
を
使
っ
た
「
名

物
・
珍
々
鍋
」、
冬
の
鍋
の

王
様
「
ふ
ぐ
の
て
っ
ち
り
」

な
ど
が
お
勧
め
で
す
。

　
郷
土
の
酒
「
長
門
峡
」
も

置
い
て
い
ま
す
。
忘
年
会
等

の
各
種
宴
会
は
、
ご
予
算
に

応
じ
ま
す
。

大阪府吹田市江の木町 16 番 26 号　ホテルダイトー　１階
（☎０６・６３３８・５９０５）
◯営業時間　【昼】午前 11 時 30 分〜午後２時　【夜】午後５時〜 10 時

長 州日本料理

梶山　高さん（昭和 29 年萩商工卒）

私のお店 今年の萩観光シンボル
レディーが決定しました！

　平成 12 年度の萩観光シンボルレディー
が決定し、10 月２日に萩市観光協会から
認定書が交付されました。
　今回、赤峰妃

さき

さん、利重ひろみさん、
溝部恵子さん、吉本明子さんの４名が選
ばれました。
　任期は２年間で、観光都市・萩の顔と
して、全国各地で観光宣伝を行います。

吉本さん　溝部さん　利重さん　赤峰さん

　
９
月
14
日
に
行
わ
れ
た
山
口
県
議
会

で
、
綿
屋
前
出
納
長
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
後
任
と
し
て
萩
出
身
の
河
野
勉
さ

ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
河
野
さ
ん
は
、
萩
高
等
学
校
12
期
卒

業
で
、
昭
和
40
年
に
県
庁
入
り
。
岩
国

基
地
沖
合
移
設
対
策
室
長
、
企
画
振
興

部
長
な
ど
を
歴
任
し
て
の
選
任
と
な
り

ま
し
た
。

河
野 

勉
山
口
県
出
納
長
に

さ
ん　
萩
高
12
期
卒

東京発 ー 見島
漁師として新しい生活を !!

近藤勝則 さん
（東京都東久留米市出身、35 歳）

ニューフィッシャーマン確保育成事業

　
東
京
都
東
久
留
米
市
出
身
で
、
漁
師

へ
の
道
を
目
指
す
近
藤
勝
則
さ
ん
が
、

見
島
で
漁
業
者
に
な
る
た
め
の
研
修
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
近
藤
さ
ん
は
、
山
口
県
が
全
国
か
ら

公
募
し
た
「
ニ
ュ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ

ン
確
保
育
成
事
業
」
で
、
見
島
宇
津
漁

協
で
の
研
修
、
就
業
を
希
望
す
る
12
名

の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
見
島
宇
津
漁
協
の
指
導
で
、

採
介
藻
漁
業
と
一
本
釣
漁
業
の
研
修
を

受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
平
成
14
年

９
月
ま
で
、
潜
水
研
修
、
船
上
研
修
、

港
内
研
修
、
陸
上
研
修
を
経
た
後
、
10

月
か
ら
漁
業
経
営
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。

　

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
第
24
号

（
１
９
９
８
年
11
月
）
の
ズ
ー
ム
ア
ッ

プ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
た
井
町
正
さ

ん
（
現
会
長
）
が
創
業
し
た
株
式
会
社

和
晃
が
、
萩
市
平
安
古
の
約
３
０
０
０

㎡
の
夏
み
か
ん
畑
に
、「
萩
夏
み
か
ん

農
園
」
を
開
園
し
ま
し
た
。

　

10
月
20
日
に
現
地
で
開
園
式
を
行
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日本一周グランドクルーズ
飛鳥

2001 年６月５日 萩に寄港

飛鳥就航
10 周年記念

　
郵
船
ク
ル
ー
ズ
株
式
会
社
の
豪
華
客

船
「
飛
鳥
」
の
就
航
10
周
年
を
記
念
し

て
来
年
５
月
14
日
に
神
戸
を
出
港
す
る

「
日
本
一
周
グ
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ズ
（
ツ

ア
ー
）」
の
コ
ー
ス
の
中
に
、
萩
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
は
、６
月
８
日
ま
で
行
わ
れ
、

萩
に
は
、
６
月
５
日
に
寄
港
し
ま
す
。

滞
在
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
６

時
の
予
定
で
、
参
加
者
は
オ
プ
シ
ョ
ン

で
松
陰
神
社
、
萩
城
跡
、
城
下
町
な
ど

の
見
学
や
、
萩
焼
体
験
な
ど
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
郵
船
ク
ル
ー
ズ
株
式
会

社
（
０
３・３
２
８
４・６
０
０
１
）

　萩市と姉妹都市の韓国蔚山広域市で開催
された處

ツ ヨ ン
容文化祭に、10 月７日と８日の２

日間、萩民踊研究会ほか民踊グループが招
待されました。
　７日には、蔚山広域市役所から文化祭会
場まで約１㎞のパレードに参加し、市民か
らの熱烈な拍手喝采で歓迎を受けました。
　８日は、雨天に見舞われ、あいにくの天
候となったにもかかわらず、「男なら」、「ヨ
イショコショ節」など９曲を披露し、多く
の蔚山市民からの歓声を受けました。

蔚山広域市で萩民踊に歓声

　
萩
旅
館
協
同
組
合
に
「
奇
兵
隊
青
年

部
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
隊
員
は
、
正
木
篤
志
代
表
ほ
か
９
名

で
、
組
合
に
加
盟
す
る
ホ
テ
ル
、
旅
館

の
概
ね
20
代
か
ら
30
代
の
経
営
者
や
従

業
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
奇
兵
隊
青
年
部
」
は
、
萩
市
の
観

光
宣
伝
や
学
習
会
を
通
じ
て
、
こ
れ
か

ら
の
萩
の
観
光
を
担
う
若
手
観
光
業
者

同
士
の
連
携
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、
県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
の
観
光
宣
伝
や
月
１
回
の

定
期
学
習
会
、
会
誌
の
発
行
な
ど
で
、

第
１
回
目
の
学
習
会
が
８
月
19
日
に
松

下
村
塾
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
10

月
20
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
長
崎
県
の

平
戸
か
ら
長
崎
を
踏
破
し
た
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ

Ｉ
Ｎ
ウ
オ
ー
ク
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
国
内
旅
行
、
修
学
旅
行
客
の
低
迷
が

叫
ば
れ
る
中
、
現
代
の
高
杉
晋
作
た
ち

が
志
す
、
21
世
紀
の
萩
観
光
の
夜
明
け

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

萩
観
光
を
担
う
若
き
志
士
た
ち

奇
兵
隊
青
年
部
結
成
！SHOWIN ウオーク（平戸）

Web come to Hagi
萩関係のホームページ紹介

　山口の魅力を再発見するために、山口大学と法政大学の学
生による「山口交流圏プロジェクト」の一行７名が萩を訪れ、
史跡や環境問題などを取材しました。
　萩市のほか長門市や秋芳町などを訪問し、初めての体験、
故郷を支えた奥深い話、それぞれが魅力を感じたことなどを
ホームページにまとめ、内容を公開しています。
　萩関係のものには、藍場川周辺の環境や、萩リサイクルセ
ンターなど、環境問題
をまとめたものや、浜
崎地区の町並みなどが
紹介されています。
　大学生が山口を客観
的に見て発見したこと
や魅力など、ぜひ一度
ご覧ください。

【URL】http://www.lets.gr.jp/yamg_u/koryu/index.html
山口交流圏

拓
殖
大
学
が
萩
市
に
桂
太
郎
公
肖
像
を
寄
贈

拓
殖
大
学
創
立
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
桂
太
郎
公
肖
像
（
黒
田
清
輝
）
４
点
を
複
製

　
10
月
25
日
に
天
皇
陛
下
ご
臨
席
の
も

と
、
拓
殖
大
学
創
立
１
０
０
周
年
の
記

念
行
事
が
行
わ
れ
、
野
村
萩
市
長
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
拓

殖
大
学
創
設
者
の
桂
太
郎
公
を
黒
田
清

輝
画
伯
が
描
い
た
「
桂
太
郎
公
肖
像
」

が
複
製
さ
れ
ま
し
た
。

　

複
製
さ
れ
た
４
点
の
う
ち
３
点
は
、

拓
殖
大
学
の
総
長
室
、
理
事
長
室
、
八

王
子
理
事
会
議
室
に
展
示
さ
れ
、
１
点

が
桂
太
郎
公
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
萩
に

寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
桂
太
郎
公
肖
像
」
の
原
画
は
、
明

治
44
年
に
完
成
し
た
油
彩
画
で
桂
家
が

所
有
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
55
年
に

拓
殖
大
学
創
立
80
周
年
を
記
念
し
て
大

学
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
萩
市
で
は
、
こ
の
肖
像
画
を
昨
年
同

大
学
か
ら
贈
ら
れ
た
銅
像
と
同
じ
く
、

史
跡
桂
太
郎
旧
宅
に
展
示
し
ま
す
。寄贈された桂太郎肖像画

三見子ども民踊の会
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小お

が

わ川
成せ

い
い
ち一

さ
ん

　
平
成
10
年
に
萩
市
指
定
有
形
文
化
財
の
小
川
家
長
屋
門
（
土

原
）
を
改
装
し
て
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
草そ

う
も
う奔
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た

小
川
成
一
さ
ん
（
48
歳
）

め
ま
し
た
。

ー
ど
う
し
て
文
化
財
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
？

　

文
化
財
と
い
っ
て
も
、
い
ろ
ん
な

使
い
方
、
考
え
方
が
あ
っ
て
い
い
と

思
い
ま
す
。
保
護
す
る
の
も
あ
る
し
、

個
人
が
自
由
に
使
っ
て
も
い
い
。
文
化

財
で
あ
っ
て
も
、
も
う
ち
ょ
っ
と
自
由

な
こ
と
が
で
き
る
空
間
に
し
た
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
訪
れ
た
人
の
反
応

は
？

　
内
部
は
天
井
や
床
、
敷
居
な
ど
を
取

り
払
い
、
梁
や
土
間
が
む
き
出
し
に

な
っ
て
い
ま
す
。
何
も
な
い
空
間
じ
ゃ

な
く
、
歴
史
の
重
さ
を
感
じ
て
も
ら

え
ま
す
。
そ
の
空
間
の
面
白
さ
が
好

評
で
す
。
壁
に
は
明
治
時
代
の
新
聞

が
貼
ら
れ
て
い
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、

夢 追 人 夢 追 人 

ー
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
草
奔
」
を
始
め
ら
れ

た
き
っ
か
け
は
？

　

萩
に
は
大
学
生
な
ど
の
若
い
人
で
、

陶
芸
、
絵
画
、
写
真
な
ど
で
自
由
に
活

動
し
て
い
る
人
が
い
な
い
。
そ
う
い
う

人
た
ち
を
掘
り
起
こ
し
て
い
き
た
い
、

と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
今
の

若
い
人
が
ど
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い

る
の
か
、
作
品
を
見
て
感
じ
て
も
ら
え

れ
ば
。
草
奔
と
い
う
名
前
に
は
、
権
威

と
か
じ
ゃ
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
人
た
ち

に
使
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
思
い
を
込

作
家
た
ち
も
、
そ
の
歴
史
の
重
さ
に
負

け
な
い
作
品
を
作
ろ
う
と
考
え
る
。
作

品
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
作
品
と
建
物
の
調

和
も
楽
し
め
ま
す
。
意
外
と
萩
焼
な
ど

古
い
も
の
よ
り
、
絵
画
な
ど
の
方
が
面

白
い
で
す
よ
。

　
そ
れ
に
、
作
家
が
い
つ
も
そ
の
場
に

い
る
の
で
、
話
を
す
る
こ
と
も
で
き
楽

し
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

ー
こ
れ
か
ら
の
夢
は
？

　
若
い
作
家
の
人
た
ち
に
、
こ
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
出
発
点
と
し
て
羽
ば
た
い
て

ほ
し
い
。
今
は
山
口
市
の
芸
短
や
山
大

の
学
生
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
次

は
県
外
の
作
家
の
展
示
も
し
て
交
流
し

て
い
き
た
い
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
昭
和
27
年
、
東
京
生
ま
れ
。
藩
政
末

期
萩
町
最
後
の
町
奉
行
を
勤
め
た
小

川
家
の
子
孫
。
高
校
時
代
か
ら
喫
茶

ギャラリー（小川家長屋門）前で

滝
廉
太
郎
記
念
音
楽
祭
・
全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
第
２
位　

萩
光
塩
学
院
高
３
年　
沢
江
衣え

り里
さ
ん

　
沢
江
さ
ん
（
益
田
市
）
は
、
中
学
の

頃
か
ら
歌
う
こ
と
が
好
き
で
、
高
校
に

入
っ
て
か
ら
合
唱
部
に
入
部
。
昨
年
の

10
月
か
ら
本
格
的
に
声
楽
を
始
め
ま
し

た
。

　
昨
年
の
同
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
優
良

賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
コ
ン

ク
ー
ル
に
は
、
26
都
道
府
県
か
ら
29
人

が
参
加
。
本
選
に
は
11
人
が
残
り
ま
し

た
。

　
沢
江
さ
ん
は
、
課
題
曲
で
滝
廉
太
郎

作
曲
「
秋
の
月
」
を
、自
由
曲
で
は
「
ス

ト
ラ
ー
ナ
」
を
歌
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
見
事
第
２
位

に
輝
い
た
感
想
は
？

「
１
年
間
、
自
分
が
や
っ
て
き
た
こ
と

は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
自
信
が
持

て
ま
し
た
。
最
初
は
順
位
に
こ
だ
わ
ら

ず
に
い
こ
う
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
後

ギャラリー内部（0838・26・2933）

店
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
、
東
京
の
名

店
「
バ
ッ
ハ
」
で
の
７
年
の
修
行
を
経

て
、
平
成
３
年
萩
で
「
長
屋
門
珈
琲　

カ
フ
ェ・テ
ィ
カ
ル
」
を
開
店
。「
ギ
ャ

ラ
リ
ー
草
奔
」は
同
じ
敷
地
内
に
あ
る
。

沢江衣里さん

で
審
査
員
の
先
生
か
ら
予
選
の
方
が
音

楽
的
に
ま
と
ま
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
、

悔
し
く
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
自
分
で

は
本
選
の
方
に
気
持
ち
が
入
っ
て
い
た

の
で
、
評
価
し
て
い
た
だ
い
て
と
て
も

満
足
し
て
い
ま
す
。」

　

副
賞
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

ウ
ィ
ー
ン
へ
の
短
期
留
学
の
助
成
金
が

贈
ら
れ
ま
す
。
沢
江
さ
ん
は
、
来
年
の

夏
に
留
学
す
る
予
定
で
す
。

　
将
来
の
夢
は
？

「
来
年
、
音
楽
大
学
に
進
学
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
声
楽
を
や
っ
て
い

き
た
い
。
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
伴

奏
の
先
生
の
ピ
ア
ノ
を
聴
き
と
て
も
感

動
し
ま
し
た
。
私
も
人
に
感
動
を
与
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

写真集「萩の日々」
好評販売中！

　城下町「萩」で育ん
だ青春の日々を綴った
珠玉の写真集「萩・Ｈ
ＡＧＩ」で日本写真協
会新人賞を受賞した萩
市瓦町の写真家下瀬信
雄さん（萩高 17 期卒）
の待望の第二集。日本図書館協会選定図書。
定　価　４５００円、ただし、ネットワーク会員は
消費税込で３０００円、送料サービス
規　格　26 × 27 ㎝、上製本カバー掛け、モノクロー
ム二色刷、144 Ｐ
申し込み・問い合わせ　シモセスタジオ（0838・
22・0129）または sssc@mx51.tiki.ne.jp へ
■写真集の紹介はホームページでもご覧いただけま
す。【URL】http://ww51.tiki.ne.jp/~sssc/

作
品
と
建
物
の
調
和
も
楽
し
め
ま
す
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山
口
県
史
「
史
料
編
・
現
代
２
〜
県
民
の
証
言
聞
き
取
り
編
〜
」
が
出
版
さ
れ
ま

し
た
。
内
容
は
、
戦
後
の
山
口
の
主
な
出
来
事
に
関
わ
っ
た
県
民
94
人
の
証
言
を
46

編
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
他
に
例
の
な
い
県
史
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
萩
か
ら
は
、
故
田
中
龍
夫
さ
ん
、
浦
上
敏
朗
さ
ん
、
そ
し
て
今
回
紹
介
す
る
横
田

義
男
さ
ん
の
３
人
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
貴
重
な
証
言
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

横
田
さ
ん
の
「
李
ラ
イ
ン
と
抑
留
体
験
」
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
だ
よ
り

11
〜
12
月
の
企
画
展

シ
リ
ー
ズ
山
東
文
物
３

磁
器
の
誕
生
ー
原
始
瓷じ

き器
ー

第
２
期　
12
月
16
日
（
土
）
〜
平
成
13

年
２
月
12
日
（
月
・
祝
）

　

中
国
山
東
省
に
あ
る
前
掌
大
商
周

墓
で
発
見
さ
れ
た
資
料
約
80
点
を
展
示

し
、「
原
始
瓷
器
」
出
現
の
持
つ
意
味

と
そ
の
後
の
陶
磁
史
に
及
ぼ
し
た
大
き

な
役
割
を
考
察
し
ま
す
。

京
都
大
原
三
千
院
の
名
宝
展

11
月
１
日
（
水
）
〜
12
月
10
日
（
日
）

　

延
暦
年
間
（
７
８
２
〜
８
０
６
）

に
最
澄
が
開
基
し
た
三
千
院
は
、
天

台
宗
山
門
（
延
暦
寺
）
派
の
三
門
跡

の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
、
浄
土
教
や

密
教
に
関
わ
る
多
数
の
文
化
財
が
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
三
千
院
の
所
蔵
品

と
延
暦
寺
な
ど
に
伝
わ
る
文
化
財

に
よ
り
、
三
千
院
の
歴
史
と
文
化

を
紹
介
し
ま
す
。

阿
弥
陀
如
来
脇
侍じ
せ
い
し
勢
至
菩
薩
像

萩　芸術・文芸の広場
「
山
口
県
史
」
に
抑
留
体
験
を
語
る

■
浮
世
絵
展
示

「
浮
世
絵
版
画
の
歴
史
」
11
月
１
日

〜
26
日

「
明
治
の
役
者
絵
」
11
月
28
日
〜
12

月
24
日

歌
川
広
重
「
東
海
道
五
十
三
次
」

平
成
13
年
１
月
３
日
〜
２
月
４
日

■
来
年
度
の
企
画
展
（
予
定
）

「
伝
統
と
革
新
〜
萩
焼
４
０
０
年
展
」

６
月
16
日
〜
７
月
22
日

山
口
き
ら
ら
博・開
催
記
念
特
別
展「
色

彩
の
歓
び　
メ
ル
ツ
バ
ッ
ハ
ー
・
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
展
」
７
月
28
日
〜
９
月
24
日

「
李
ラ
イ
ン
と
抑
留
体
験
」

　
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
最
高

司
令
官
総
指
令
部
）
は
、
日
本
の

船
舶
の
自
由
な
航
行
を
制
限
し
た
。

１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
に
対
日
講

和
条
約
が
調
印
さ
れ
た
が
、
当
時
の

韓
国
大
統
領
李り

承し
ょ
う
ば
ん
晩
は
漁
業
資
源

の
保
護
な
ど
を
理
由
に
規
制
ラ
イ
ン

を
設
定
し
、
日
本
漁
船
の
立
ち
入
り

を
禁
止
し
た
。
い
わ
ゆ
る
李
承
晩
ラ

イ
ン
（
李
ラ
イ
ン
）
で
あ
る
。

　

李
ラ
イ
ン
内
の
海
域
は
好
漁
場

で
、
特
に
山
口
県
の
漁
業
界
は
大
打

撃
を
受
け
た
。
し
か
し
、
韓
国
警
備

艇
は
、
李
ラ
イ
ン
侵
犯
を
理
由
に
日

本
漁
船
を
拿
捕
し
、
漁
船
員
を
連
行

し
て
抑
留
し
た
。
１
９
６
５
（
昭
和

40
）
年
６
月
に
、
日
韓
基
本
条
約
と
日

韓
漁
業
協
定
が
締
結
さ
れ
る
ま
で
続
い

た
。
韓
国
に
拿
捕
さ
れ
た
日
本
漁
船
は

３
２
７
隻
で
、
抑
留
さ
れ
た
漁
船
員
は

３
９
２
９
人
に
上
っ
た
。
山
口
県
関
係

の
拿
捕
漁
船
は
１
１
４
隻
に
達
す
る
と

い
う
。

　
第
一
金こ
ん
ぴ
ら

毘
羅
丸
に
乗
船
し
て
対
馬
沖

で
操
業
中
に
拿
捕
さ
れ
た
横
田
義
男
さ

ん
か
ら
、
拿
捕
・
抑
留
の
体
験
を
聞
い

た
。

　
　
　
　
　
家
族
と
の
通
信
は
、
月
に

１
、２
回
程
度
で
し
た
ね
。
し
か
し
、

こ
れ
が
僕
ら
の
一
番
の
励
ま
し
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

・
・
・
び
っ
く
り
し
ま
し
た
ね
。
14
〜

15
人
飛
び
乗
っ
て
き
て
、
ガ
タ
ガ
タ
と

い
う
音
で
目
が
覚
め
て
、
び
っ
く
り
し

て
出
て
み
た
ら
海
洋
警
備
艇
が
い
て
、

甲
板
の
上
か
ら
、
船
室
の
中
か
ら
、
エ

ン
ジ
ン
場
か
ら
、
ざ
っ
と
人
が
入
っ
て

る
ん
で
す
か
ら
。
海
賊
に
襲
わ
れ
た
よ

う
な
も
の
で
す
ね
。

・
・
・
僕
ら
は
８
２
６
日
間
抑
留
さ
れ

て
い
た
わ
け
で
す
か
ら
、
１
日
い
く
ら

と
い
う
計
算
で
補
償
を
さ
れ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で
、
苦
労
し
た
甲
斐
も
あ

り
ま
し
た
が
ね
。
そ
り
ゃ
あ
、そ
の
間
、

捕
ま
ら
ず
に
操
業
し
て
い
た
ら
、
そ
れ

以
上
の
収
入
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
も
人
間
の
宿
命
で
す
か
ら

ね
。

・
・
・
結
婚
し
て
す
ぐ
子
ど
も
が
で
き

て
、
そ
の
子
が
８
か
月
目
に
拿
捕
さ
れ

た
ん
で
す
。
だ
か
ら
日
本
に
帰
っ
た
と

き
、
大
き
く
な
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
家

族
の
者
が
、「
こ
れ
、父
ち
ゃ
ん
よ
」
っ

て
言
っ
て
も
、
知
ら
ん
顔
し
て
い
ま
し

た
ね
。
そ
の
子
が
今
、
39
歳
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
早
い
も
ん
で
す
ね
。

・
・
・
ま
あ
、
韓
国
の
や
っ
た
こ
と

は
、
船
や
網
も
ほ
し
か
っ
た
ん
で
し
ょ

う
が
、
ま
あ
ひ
と
つ
に
は
拿
捕
船
員
を

抑
留
し
と
け
ば
、
日
本
と
の
交
渉
を
有

利
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
（
抜
粋
）

Ａ
５
版
、
９
４
８
ペ
ー
ジ
、
４
５
０
０

円問
い
合
わ
せ　
山
口
県
刊
行
物
普
及
協

会
（
０
８
３・９
３
３・２
５
８
３
）

横田義男さん（71 歳、倉江）
1929（昭和 4）年 2 月 28
日生。1955（昭和 30）年
11 月、韓国警備艇に拿捕さ
れ、抑留。2 年 4 か月後の
1958（昭和 33）年 2 月に
帰国。
　聞き取りは、1994（平成
6）年 2 月 25 日、萩市玉江
浦漁業協同組合で行われた。

ロートレック「新緑の中で」 原始瓷罐  西周時代

海
賊
に
襲
わ
れ
た
よ
う
な
も
の
で
す
ね
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■
Ｔ
・
Ｓ
・
Ｓ
・
Ｋ
２
０
０
０
展

　
萩
焼
作
家
・
坂
高
麗
左
衛
門
の
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
12
月
７
日（
木
）〜
12
日（
火
）

と
こ
ろ　
札
幌
市
中
央
区　
丸
井
今
井

本
店
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
萩
４
校
合
同
在
京
同
窓
会

　
萩
高
・
萩
商
・
萩
工
・
萩
光
塩
の
萩

４
校
の
在
京
合
同
同
窓
会
を
開
催
し
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と　

き　

11
月
25
日
（
土
）
午
後
１
時

〜と
こ
ろ　
大
手
町
１
ー
７
ー
２　
サ
ン

ケ
イ
会
館

■
武
蔵
野
美
術
家
展

　
日
本
画
家
・
内
田
青
虹
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
16
日（
木
）〜
26
日（
日
）

水
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

６
時
30
分

と
こ
ろ　

武
蔵
野
市
境　
武
蔵
野
市
民

会
館
（
ア
ル
テ
）

■
切
り
絵
の
世
界
展

　
切
り
絵
作
家
・
上
田
豊
治
の
作
品
が

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

　
ー
関
東
地
区
ー

　
ー
関
西
地
区
ー

展
示
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

平
成
13
年
１
月
30
日
（
火
）

〜
２
月
４
日
（
日
）

と
こ
ろ　

東
京
都
中
央
区　
日
本
橋
三

越■
益
子
陶
芸
展

　
萩
焼
作
家・金
子
信
彦
の
作
品
「
華
」

が
大
賞
（
加
守
田
章
二
賞
）
に
選
出
さ

れ
、
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
12
月
３
日
（
日
）
ま
で

と
こ
ろ　
栃
木
県
芳
賀
郡
益
子
町　
陶

芸
メ
ッ
セ
・
益
子

■
ベ
ア
テ
ィ
ル
・
ペ
ア
ソ
ン
作
陶
展

　
萩
焼
作
家
・
ベ
ア
テ
ィ
ル
・
ペ
ア
ソ

ン
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
５
日
（
日
）
ま
で　
水

曜
日
を
除
く

と
こ
ろ　
東
京
都
中
野
区
野
方　
ギ
ャ

ラ
リ
ー
陶
磁
器
一
輪

■
Ｊ
Ｃ
芸
術
部
会
４
人
展

　
萩
焼
作
家
・
守
繁
徹
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
５
日
（
日
）
ま
で

と
こ
ろ　
横
浜
市
中
区　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

音
楽
通
り 

■
岡
田
裕
作
陶
展

　
萩
焼
作
家
・
岡
田
裕
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
６
日
（
月
）
ま
で

と
こ
ろ　
成
田
市
赤
坂　
ボ
ン
ベ
ル
タ

成
田

■
第
32
回
日
展

　
萩
焼
作
家・吉
賀
將
夫
、
松
野
龍
司
、

中
村
眞
一
、
田
中
真
一
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
２
日（
木
）〜
24
日（
金
）

と
こ
ろ　
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園　

東
京
都
美
術
館

■
内
村
幹
雄
作
陶
展

　
萩
焼
作
家
・
内
村
幹
雄
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
14
日（
火
）〜
20
日（
月
）

と
こ
ろ　
東
京
都
豊
島
区　
池
袋
三
越 

■
高
見
世
清
次　
個
展

　
萩
焼
作
家
・
高
見
世
清
次
の
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
17
日（
金
）〜
30
日（
木
）

と
こ
ろ　

東
京
都
目
黒
区
鷹
番
３
ー

３
ー
19　
陶
芸
サ
ロ
ン
や
ま
も
と

■
机
上
空
間
の
た
め
の
ア
ー
ト
ワ
ー
ク

ス
展

　
萩
焼
作
家
・
三
輪
和
彦
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
12
月
５
日（
火
）〜
23
日（
祝
）

と
こ
ろ　

東
京
都
中
央
区
銀
座　
コ
ン

テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｉ

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星
放
送
「
や
き
も
の
探
訪

展
２
０
０
０
」

　
98
年
４
月
か
ら
12
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星

放
送
「
や
き
も
の
探
訪
」
で
紹
介
し
た

陶
芸
家
27
名
の
作
品
を
展
示
。
萩
焼
作

家
・
岡
田
裕
、
兼
田
昌
尚
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
12
月
26
日
（
火
）
〜
平
成
13

年
１
月
14
日
（
日
）

と
こ
ろ　

東
京
都
中
央
区　
日
本
橋
三

越■
第
47
回
日
本
伝
統
工
芸
展

　

萩
焼
作
家
・
三
輪
休
雪
、
岡
田
裕
、

波
多
野
善
蔵
、
止
原
伸
郎
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
５
日
（
日
）
ま
で

と
こ
ろ　
金
沢
市
出
羽
町　
石
川
県
立

美
術
館

テ
レ
ビ
ガ
イ
ド

■
２
０
０
０
年
萩
焼
作
品
展

　
萩
焼
作
家・松
野
龍
司
、
小
田
光
治
、

船
崎
透
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
８
日
（
水
）
ま
で

と
こ
ろ　

江
南
市
高
尾
町　

ギ
ャ
ラ

リ
ー
く
れ
い

■
三
輪
窯
三
人
展
（
三
輪
休
雪・龍
作・

和
彦
）

　
萩
焼
作
家・三
輪
休
雪
、
三
輪
龍
作
、

三
輪
和
彦
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

平
成
13
年
１
月
２
日
（
火
）

〜
13
日
（
土
）

と
こ
ろ　
名
古
屋
市
中
区
栄
３　
松
坂

屋
本
店

　
ー
東
海
地
区
ー

■
萩
同
郷
会

　
４
年
に
１
回
開
催
の
萩
同
郷
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
11
月
19
日
（
日
）
正
午
〜

と
こ
ろ　
大
阪
市
北
区
芝
田
３
丁
目　

大
阪
弥
生
会
館

■
「
や
ま
ぐ
ち
県
民
文
化
祭
メ
イ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
『
地
球
』
へ
・・・
」

（
仮
題
）　
Ｋ
Ｒ
Ｙ
山
口
放
送

　
第
４
回
や
ま
ぐ
ち
県
民
文
化
祭
メ

イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
11
月

25
日
〜
26
日
に
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で

開
催
さ
れ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「（
地

球
）
へ
・
・
・
」
の
稽
古
風
景
や
本

番
を
紹
介
す
る
。

放
映
予
定
日　
12
月
23
日
（
祝
）
午

後
３
時
〜
４
時
55
分

■
「
や
き
も
の
探
訪
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星

第
２
放
送

　
萩
焼
作
家
・
濱
中
月
村
を
コ
シ
ノ

ジ
ュ
ン
コ
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま

す
。

放
映
予
定
日　
12
月
23
日
（
祝
）
午

前
８
時
30
分
〜
９
時

　
ー
北
海
道
地
区
ー

　
ー
信
越
地
区
ー

■
風
土
記
が
語
る
古
代
播
磨
展

　
日
本
画
家
・
内
田
青
虹
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
26
日
（
日
）
ま
で

と
こ
ろ　
姫
路
市
山
野
井
町　
姫
路
文

学
館

観
覧
料　
一
般
５
０
０
円　
大
学
・
高

校
３
０
０
円　
中
学
・
小
学
２
０
０
円

■
三
輪
和
彦
個
展

　
萩
焼
作
家
・
三
輪
和
彦
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

平
成
13
年
１
月
17
日
（
水
）

〜
１
月
23
日
（
火
）

と
こ
ろ　

京
都
市
下
京
区　
京
都
高
島

屋
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ー
中
国
地
区
ー

　
ー
九
州
地
区
ー

　
ー
山
口
県
関
係
ー

　
ー
萩
市
関
係
ー

■
国
民
文
化
祭
・
広
島
２
０
０
０
（
神

楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

　
木
間
神
楽
舞
保
存
会
の
14
名
が
木
間

の
神
楽
舞
を
披
露
。
山
口
県
か
ら
は
木

間
が
唯
一
参
加
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
４
日
（
土
）
正
午
〜

と
こ
ろ　
広
島
県
美
土
里
町　
神
楽
門

前
湯
治
村
神
楽
殿

■
映
画
「
わ
た
し
の
見
島
」
上
映

　
岡
山
市
芸
術
祭
「
映
像
祭
お
か
や
ま

21
」
の
中
で
上
映
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
25
日
（
土
）
午
後
０
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
岡
山
市
幸
町　
西
川
ア
イ
プ

ラ
ザ

■
第
47
回
日
本
伝
統
工
芸
展

　

萩
焼
作
家
・
三
輪
休
雪
、
岡
田
裕
、

波
多
野
善
蔵
、
止
原
伸
郎
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
16
日
（
木
）
〜
12
月
３

日
（
日
）

と
こ
ろ　
岡
山
市
天
神
町　
岡
山
県
立

美
術
館

と　

き　

平
成
13
年
１
月
24
日
（
水
）

〜
２
月
12
日
（
月
）

と
こ
ろ　
広
島
市
中
区　
広
島
県
立
美
術

館■
内
村
幹
雄
作
陶
展

　
萩
焼
作
家
・
内
村
幹
雄
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
21
日（
火
）〜
27
日（
月
）

と
こ
ろ　

福
山
市
元
町　
天
満
屋
福
山

店■
守
繁
徹
作
陶
展

　
萩
焼
作
家
・
守
繁
徹
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

と　
き　
12
月
５
日（
火
）〜
11
日（
月
）

と
こ
ろ　

広
島
市
中
区
胡
町　
広
島
三

越■
岡
田
裕
作
陶
展

　
萩
焼
作
家
・
岡
田
裕
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

と　

き　

平
成
13
年
１
月
８
日
（
祝
）

〜
23
日
（
火
）

と
こ
ろ　
岡
山
市
本
町　
岡
山
高
島
屋

■
第
47
回
日
本
伝
統
工
芸
展

　

萩
焼
作
家
・
三
輪
休
雪
、
岡
田
裕
、

波
多
野
善
蔵
、
止
原
伸
郎
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

平
成
13
年
１
月
６
日
（
土
）

〜
21
日
（
日
）

と
こ
ろ　
高
松
市
番
町　
香
川
県
文
化
会

館■
映
画
「
わ
た
し
の
見
島
」
上
映

　
「
ア
ジ
ア
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
中
で
上
映
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
12
月
１
日
（
金
）
午
後
４
時

〜
、
２
日
（
土
）
午
前
11
時
〜

観
覧
料　
大
人
６
０
０
円
、
大
学
・
高

校
５
０
０
円
、
中
学
・
小
学
４
０
０
円

と
こ
ろ　
福
岡
市
早
良
区
百
道
浜　
福

岡
市
総
合
図
書
館

■
巴
城
会・た
ち
ば
な
会
下
関
支
部（
萩

商
・
萩
工
）・
萩
光
塩
の
同
窓
会
下
関

支
部
の
合
同
同
窓
会

　

下
関
の
萩
高
同
窓
会
巴
城
会
と
萩

商
・
萩
工
の
同
窓
会
た
ち
ば
な
会
下
関

支
部
・
萩
光
塩
の
同
窓
会
下
関
支
部
の

合
同
同
窓
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と　
き　
11
月
11
日
（
土
）
午
後
６
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
下
関
市
中
之
町　
亀
山
八
幡

宮
儀
式
殿

■
金
子
信
彦
作
陶
展
〜
緋
の
華
に
魅
せ

ら
れ
て

　
萩
焼
作
家
・
金
子
信
彦
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
９
日（
木
）〜
14
日（
火
）

と
こ
ろ　
下
関
市
竹
崎
町　
下
関
大
丸

５
階
美
術
画
廊

■
や
ま
ぐ
ち
県
民
文
化
祭　
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
地
球
へ
・
・
・
」

　

萩
市
の
劇
団
さ
く
ら
組
を
中
心
に
、

三
隅
町
の
画
家
香
月
泰
男
を
主
人
公
に

し
た
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。

と　
き　
11
月
25
日
（
土
）
午
後
７
時

〜
、
26
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
、
午
後

６
時
〜

と
こ
ろ　
長
門
市　
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

入
場
料　

１
５
０
０
円
（
当
日

１
８
０
０
円
）

　
ー
四
国
地
区
ー

■
萩
商
業
高
等
学
校
創
立
90
周
年
記
念

式
典

と　

き　

11
月
４
日
（
土
）
午
前
10
時

〜と
こ
ろ　

萩
市
江
向　
萩
商
業
高
等
学

校
体
育
館

■
姉
妹
展
「
江
戸
衣
裳
創
作
人
形
と

ハ
ー
プ
織
り
の
世
界
」

　
創
作
人
形
作
家
の
橋
本
庚
と
ハ
ー
プ

織
り
作
家
の
上
利
フ
ジ
エ
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
３
日（
祝
）〜
12
日（
日
）

と
こ
ろ　

萩
市
南
古
萩
町　
俥
宿
天
十

平■
形
影
（
け
い
え
い
）

　

山
口
大
学
に
在
学
中
の
福
川
佳
寿

恵
、
実
川
久
美
子
の
絵
画
16
点
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
３
日（
祝
）〜
５
日（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
６
時

と
こ
ろ　

萩
市
土
原　
長
屋
門
珈
琲
カ

フ
ェ
テ
ィ
カ
ル
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
草
莽

■
「
Ｎ
Ｅ
Ｏ　
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」

　
山
口
大
学
に
在
学
中
の
山
本
裕
史
の

絵
画
等
20
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
21
日（
火
）〜
26
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

と
こ
ろ　

萩
市
土
原　
長
屋
門
珈
琲
カ

フ
ェ
テ
ィ
カ
ル
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
草
莽

■
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト「
ビ
ル・チ
ャ
ー

ラ
ッ
プ
・
ト
リ
オ
」

　
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ビ
ル
・
チ
ャ
ー
ラ
ッ

プ
が
率
い
る
３
人
編
成
の
ジ
ャ
ズ
コ
ン

サ
ー
ト
。
参
加
メ
ン
バ
ー
は
、
ビ
ル
・

チ
ャ
ー
ラ
ッ
プ
、ベ
ー
ス
の
ピ
ー
タ
ー・

ワ
シ
ン
ト
ン
、
ド
ラ
ム
の
デ
ニ
ス
・
マ

ク
レ
ル
。

と　

き　

12
月
３
日
（
日
）
午
後
７
時

〜入
場
料　
７
０
０
０
円

と
こ
ろ　

萩
市
土
原　
喫
茶
ヴ
ィ
レ
ッ

■
や
ま
ぐ
ち
県
民
文
化
祭　
「
第
九
」

演
奏
会
・
萩

　
山
口
県
交
響
楽
団
と
公
募
し
た
市
内

外
の
約
５
０
０
名
の
合
唱
団
と
観
客

３
０
０
０
人
に
よ
る
「
第
九
」

と　
き　
11
月
19
日
（
日
）
午
後
２
時

〜
（
開
場
は
午
後
１
時
）

と
こ
ろ　
萩
市
民
体
育
館

入
場
料　

２
０
０
０
円
（
当
日

２
３
０
０
円
）　
全
席
自
由

■
や
ま
ぐ
ち
県
民
文
化
祭　
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｚ

Ｏ　
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ａ
と
美
の
世
界

　
世
界
的
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー

で
パ
リ
在
住
の
高
田
賢
三
氏
と
陶
芸

家
・
三
輪
龍
作
氏
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

と　
き　
12
月
３
日
（
日
）
午
後
３
時

〜
（
開
場
は
午
後
２
時
）

と
こ
ろ　
萩
市
民
館

入
場
料　

１
０
０
０
円
（
当
日

１
２
０
０
円
）　
全
席
自
由

問
い
合
わ
せ　
萩
市
企
画
課

（
０
８
３
８・
２
５・
３
１
３
１
内
線

４
０
５
）

ジ問
い
合
わ
せ　

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

（
０
８
３
８・２
５・６
５
９
６
）
へ

■
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
く
り
も
の

　
国
内
外
で
活
躍
す
る
陶
・
ガ
ラ
ス
・

漆
・
鍛
金
の
工
芸
家
22
名
に
よ
る
ク
リ

ス
マ
ス
ギ
フ
ト
50
〜
60
点

と　
き　
12
月
１
日（
金
）〜
７
日（
木
）

と
こ
ろ　

萩
市
呉
服
町　

彩
陶
庵
本
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
０
８
３
８・２
５・３
１
１
０
）

問
い
合
わ
せ　

彩
陶
庵

（
０
８
３
８・２
５・３
１
１
０
）
へ
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萩
藩
で
は
、
幕
末
期
に
中
嶋
治じ
へ
い平
と
い
う
科
学
者
を
生
み
出
し

ま
し
た
。
明
治
維
新
は
、
政
治
・
経
済
・
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面

に
お
い
て
、
日
本
の
近
代
化
を
推
し
進
め
た
大
き
な
転
換
期
で
し

た
。
こ
の
維
新
の
変
革
に
大
き
く
か
つ
深
く
か
か
わ
り
、
主
導
的

な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
萩
藩
で
し
た
。
治
平
は
、
萩
藩
が
維
新

の
変
革
を
成
し
遂
げ
て
い
く
過
程
で
、
科
学
技
術
の
側
面
か
ら
貢

献
し
ま
し
た
。
い
わ
ば
、
日
本
の
科
学
技
術
の
近
代
化
へ
の
先
駆

け
と
な
っ
た
人
物
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。
今
回
か
ら
は
、
治
平

が
幕
末
期
に
試
み
た
パ
ン
や
ガ
ラ
ス
の
製
造
な
ど
を
紹
介
し
、
そ

れ
ら
の
試
み
が
維
新
の
変
革
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
り
、
ど
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　
治
平
は
、
文
政
６
年
（
１
８
２
３
）
萩
藩
の
朝
鮮
通
詞
中
嶋
三

郎
右
衛
門
正
貞
の
長
男
と
し
て
萩
城
下
浜
崎
新
町
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
幕
末
期
、
日
本
の
近
海
に
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の

艦
船
が
開
国

を
求
め
て
来
航
す
る
に
及
び
、
治
平
は
朝
鮮
語
だ
け
で
な
く
、

オ
ラ
ン
ダ
語
や
英
語
を
修
得
す
る
必
要
を
痛
感
し
、
安
政
３
年

萩ネットワーク　2000 年 11 月　36 号

幕
末
・
維
新
こ
ぼ
れ
話

幕 末 の 科 学 者 中 嶋 治 平 （ 1 ）

中
嶋
治
平
の
旧
宅
地
（
浜
崎
新
町
）

萩
に
ゴ
ッ
ホ
が
や
っ
て
く
る

〜パン製造と中嶋治平〜

し
ょ
う
。

　
パ
ン
の
製
造
法
を
記
し
た
ペ
ー
ジ
の
標
題
に
は
、
ブ
ロ
ー
ド
と

あ
り
ま
す
が
、
ブ
ロ
ー
ド
と
は
オ
ラ
ン
ダ
語
で
パ
ン
と
い
う
意
味

で
す
。
こ
の
記
録
は
、
パ
ン
製
造
の
た
め
の
レ
シ
ピ
で
、
材
料
と

作
り
方
と
が
簡
略
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
材
料
と
し
て
、
小

麦
粉
・
卵
・
砂
糖
・
本
（
も
と
）
の
４
種
を
用
い
ま
し
た
。
本
と

い
う
の
は
、
日
本
酒
を
醸
造
す
る
と
き
の
元
に
な
る
酒し
ゅ
ぼ母
の
こ
と

で
、
パ
ン
を
発
酵
さ
せ
る
イ
ー
ス
ト
す
な
わ
ち
酵
母
と
し
て
使
わ

れ
ま
し
た
。

　
つ
ぎ
に
作
り
方
と
し
て
、
午
前
８
時
ご
ろ
に
パ
ン
を
焼
き
上
げ

る
の
で
あ
れ
ば
、
前
日
の
午
後
２
時
ご
ろ
に
４
種
の
材
料
を
使
っ

て
パ
ン
生
地
を
こ
ね
、
一
晩
寝
か
せ
て
十
分
に
生
地
を
発
酵
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
パ
ン
生
地
の
発
酵

に
は
、
火
鉢
に
入
れ
た
炭
火
の
火
力
を
利
用
し
て
発
酵
温
度
を
一

定
に
保
っ
た
よ
う
で
す
。

　
パ
ン
焼
き
竃
と
と
も
に
、
焼
き
上
が
っ
た
パ
ン
の
形
も
治
平
は

描
い
て
お
り
、
丸
い
山
型
の
パ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、「
こ
の
位
の
者
が
、
こ
の
位
に
な
る
」
と
、
焼
き
上
が
っ
た

さ
い
に
、
パ
ン
が
一
回
り
膨
ら
む
様
子
も
描
い
て
い
ま
す
。　

　
こ
う
し
て
、
治
平
は
長
崎
で
見
聞
し
た
パ
ン
の
製
造
法
を
萩
藩

に
も
た
ら
し
た
の
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萩
市
郷
土
博
物
館　
樋
口
尚
樹

（
１
８
５
６
）
藩
に
願
い
出
て
、
長
崎
に
遊
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
安
政
６
年
ま
で
３
年
間
の
長
崎
滞
在
中
、
治
平
は
語
学
ば

か
り
で
な
く
、
基
礎
化
学
の
ほ
か
製
鉄
・
製
薬
・
染
色
な
ど
の
応

用
化
学
を
中
心
に
、
様
々
な
西
洋
科
学
の
勉
学
に
励
み
ま
し
た
。

　
萩
に
帰
っ
て
か
ら
、
万
延
元
年
（
１
８
６
０
）
に
萩
城
下
江
向

の
藩
主
の
別
邸
南
園
御
殿
内
に
設
置
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
製
造
所
に
配

属
さ
れ
、
す
ぐ
さ
ま
科
学
先
進
地
で
あ
っ
た
鹿
児
島
・
長
崎
に
派

遣
さ
れ
ま
し
た
。
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
に
は
、
下
関
攘
夷
戦

争
で
沈
没
し
た
萩
藩
の
軍
艦
壬じ
ん
じ
ゅ
つ戌

丸
の
引
き
揚
げ
に
成
功
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
元げ
ん
じ治
元
年
（
１
８
６
５
）
に
製
鉄
局
、
つ
い
で

慶
応
元
年
（
１
８
６
６
）
に
は
好
生
堂
（
萩
藩
の
医
学
所
）
の
化

学
分
析
と
、
萩
藩
の
科
学
技
術
者
と
し
て
の
道
を
歩
み
、
つ
い
に

慶
応
２
年
に
は
舎せ
い
み密

局
（
萩
藩
の
化
学
研
究
所
）
の
総
裁
に
昇
進

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
治
平
の
才
能
が
大
き
く
開
花
し

よ
う
と
す
る
時
、
惜
し
く
も
同
年
12
月
28
日
、
44
才
で
病
死
し
ま

し
た
。

　
現
在
、
治
平
の
子
孫
中
嶋
家
に
は
、
治
平
が
藩
に
提
出
し
た
建

白
書
や
勤
功
書
な
ど
の
控
え
、
あ
る
い
は
製
鉄
法
・
製
薬
法
・
染

色
法
な
ど
を
書
き
留
め
た
記
録
と
と
も
に
、
パ
ン
の
製
造
法
を
書

き
記
し
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
録
に
は
、
パ
ン
の

作
り
方
の
ほ
か
に
、
ハ
ム
・
ス
ー
プ
な
ど
11
種
の
オ
ラ
ン
ダ
料
理

の
作
り
方
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
治
平
が
、
安
政
３
〜

６
年
の
長
崎
滞
在
中
に
見
聞
し
た
調
理
法
を
書
き
留
め
た
も
の
で

　ゴッホの代表作の一つである「タンギー
爺さんの肖像」（ロダン美術館所蔵）が来
年夏に県立萩美術館・浦上記念館で開催す
る展覧会に出品されることになりました。
　浮世絵が背景に埋め尽くされた、ジャポ
ニズムを代表する作品で、ゴッホが影響を
受けた浮世絵との関係を端的に示す絵画と
して最も知られています。　

パ
ン
の
製
造
法
（
中
嶋
治
平
筆
）

Ｔｏｐｉｃｓ
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